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今
年
は
激
動
の
１
年
、
い
や
、「
激
動
の
起
点
」と
な
る

１
年
と
言
っ
た
方
が
正
確
か
も
し
れ
な
い
。
と
り
わ
け「
ベ

ル
リ
ン
の
壁
崩
壊
以
来
の
大
事
件
」と
い
わ
れ
る
不
動
産
王

ト
ラ
ン
プ
氏
の
米
大
統
領
選
当
選
は
世
界
的
な
衝
撃
を
与
え

た
。

　
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
で
春
か
ら
始
め
た
米
大
統
領
選
に
向
け

た
シ
リ
ー
ズ
会
見
で
は
、「
白
人
中
間
層
の
急
激
な
没
落
が

波
乱
要
因
」「
民
主
、
共
和
の
両
党
の
支
持
層
の
大
幅
な
入
れ

替
え
が
進
行
中
」な
ど
専
門
家
諸
氏
に
よ
る
注
意
信
号
が
点

滅
し
て
い
た
が
、
さ
す
が
に
ト
ラ
ン
プ
勝
利
を
断
言
し
た
人

は
い
な
か
っ
た
。
お
膝
元
の
米
国
で
も
有
力
１
０
０
紙
の
う

ち
ク
リ
ン
ト
ン
支
持
は
52
紙
、
こ
れ
に
対
し
ト
ラ
ン
プ
支
持

は
わ
ず
か
２
紙
だ
け
。
米
国
メ
デ
ィ
ア
で
す
ら
予
測
を
外
し

た
。
冷
静
な
観
察
者
で
あ
る
べ
き
メ
デ
ィ
ア
が
、「
見
た
い

も
の
だ
け
し
か
見
な
か
っ
た
」の
か
も
し
れ
な
い
。
他
人
事

で
は
な
い
。

　
世
界
の
行
方
を
左
右
す
る
米
新
政
権
が
ど
こ
に
向
か
う
の

か
、
お
そ
ら
く
当
選
者
本
人
も
は
っ
き
り
と
は
わ
か
っ
て
い

な
い
の
で
は
な
い
か
。
　

　
不
安
が
世
界
を
覆
っ
て
い
る
が
、
あ
る
意
味
、
こ
う
し
た

状
況
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
と
っ
て
信
頼
回
復
の
好
機
で
あ

り
、
腕
の
見
せ
ど
こ
ろ
と
も
い
え
る
。
当
ク
ラ
ブ
も
、
ト
ラ

ン
プ
新
政
権
の
企
画
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
。「
見
た
く
な
い

も
の
」か
ら
目
を
背
け
ず
、
先
の
見
え
な
い
時
代
に
挑
戦
し

て
い
き
た
い
。

　
み
な
さ
ま
、
良
い
お
年
を
！

�

（
土
生
修
一
）

安倍・トランプ会談
トランプ次期米大統領が “差し”で話した最初のリーダーとなった安倍首相。トランプタワーで
行われた注目の初顔合わせを、街頭テレビも伝えた＝11月18日、東京・有楽町
 撮影：遠藤　弘太（共同通信社写真部）

「
激
動
の
起
点
」に
な
っ
た
１
年

ト
ラ
ン
プ
報
道
、
メ
デ
ィ
ア
の
正
念
場
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2016年を振り返っ て

　
現
代
世
界
に
つ
い
て
、エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
・

ト
ッ
ド
氏
は「
産
業
革
命
期
よ
り
も
は
る

か
に
重
要
な
転
換
期
を
迎
え
た
」と
述

べ
、
ヘ
ン
リ
ー
・
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
氏
は

ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
条
約
以
来
の
激
動
期

に
入
っ
た
と
の
考
え
を
示
し
て
い
る
。
２

人
の
知
の
巨
人
が
語
る
世
界
秩
序
の
変
容

期
に
、
私
た
ち
が
目
撃
し
た
の
は
、
ト
ラ

ン
プ
米
大
統
領
の
誕
生
で
あ
り
、
英
国
の

Ｅ
Ｕ
離
脱
だ
っ
た
。

　
昨
年
が
テ
ロ
に
揺
さ
ぶ
ら
れ
た
１
年
だ

っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
今
年
は
、
こ
れ
ま

で
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
を
引
っ
張
っ
て
き
た

ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
の
２
大
国
が
世
界
秩

序
を
揺
さ
ぶ
っ
た
年
と
し
て
、
人
々
の
記

憶
に
刻
ま
れ
る
だ
ろ
う
。

　
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
は
、
そ
ん
な
今
年
も

多
く
の
情
報
と

視
点
を
発
信
し

た
。
記
者
会
見

１
２
９
回
、
国

内
外
の
取
材
団

派
遣
11
回
を
含

む
会
見
や
行
事
の
合
計
は
、
本
稿
執
筆
時

の
11
月
末
現
在
で
２
４
０
回
を
数
え
て
い

る
。

　
米
大
統
領
選
に
つ
い
て
は
２
月
か
ら

「
変
わ
る
ア
メ
リ
カ
・
変
わ
ら
な
い
ア
メ

リ
カ
」と
題
す
る
連
続
会
見
を
始
め
た
。

古
矢
旬
氏
の「
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
」、
森
本

あ
ん
り
氏
の「
宗
教
と
反
知
性
主
義
」、

渡
辺
靖
氏
や
会
田
弘
継
氏
ら
の「
ト
ラ
ン

プ
現
象
」な
ど
は
、
米
国
の
政
治
史
や
思

想
史
に
も
触
れ
る
深
い
切
り
口
を
示
し
た

が
、
こ
れ
ら
は「
ト
ラ
ン
プ
の
ア
メ
リ
カ
」

を
分
析
す
る
新
シ
リ
ー
ズ
へ
と
引
き
継
が

れ
て
い
く
だ
ろ
う
。

　
Ｅ
Ｕ
離
脱
の
連
続
会
見
で
は
英
独
仏
Ｅ

Ｕ
の
大
使
を
招
い
た
。
い
ず
れ
も
百
戦
錬

磨
の
外
交
官
だ
け
に
そ
の
ロ
ジ
ッ
ク
と
ユ

ー
モ
ア
は
印
象
的
だ
っ
た
が
、
特
に
話
題

を
呼
ん
だ
の
が
独
仏
両
大
使
に
よ
る
共
同

会
見
だ
っ
た
。

　
洒
脱
な
掛
け
合
い
に
刺
激
さ
れ
た
か
の

よ
う
に
、
欧
州
駐
在
経
験
を
持
つ
編
集
委

員
や
論
説
委
員
を
中
心
に
現
役
の
記
者
か

ら
次
々
と
質
問
の
手
が
挙
が
る
の
を
見

て
、「
記
者
会
見
は
こ
う
で
な
く
て
は
」

と
あ
ら
た
め
て
感
じ
た
。

●
論
戦
深
め
る
運
営
へ
議
論
進
め
た
い

　
米
大
統
領
選
の
デ
ィ
ベ
ー
ト
は
時
に
醜

悪
極
ま
り
な
い
応
酬
に
陥
っ
た
が
、
翻
っ

て
私
た
ち
の
デ
ィ
ベ
ー
ト
は
ど
う
だ
っ
た

だ
ろ
う
か
。
東
京
都
知
事
選
立
候
補
予
定

者
共
同
会
見
の
３
０
３
人
を
筆
頭
に
、
参

院
選
公
示
前
日
の
９
党
党
首
討
論
会
、
民

進
党
代
表
選
立
候
補
者
討
論
会
は
多
く
の

参
加
者
を
集
め
、
熱
気
に
包
ま
れ
た
。

　
た
だ
、
テ
レ
ビ
や
ネ
ッ
ト
で
も
同
種
の

催
し
が
開
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
今
、
日

本
記
者
ク
ラ
ブ
と
し
て
討
論
会
や
会
見
の

進
め
方
を
よ
り
進
化
さ
せ
、
論
戦
を
さ
ら

に
深
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
問
題

意
識
は
、
ク
ラ
ブ
企
画
委
員
や
多
く
の
会

員
が
共
有
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。
各
社
ア

ン
ケ
ー
ト
も
踏
ま
え
、
次
に
向
け
た
議
論

を
進
め
た
い
。

　
米
大
統
領
選
や
英
国
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
の
報

道
で
は
見
通
し
な
ど
も
含
め
メ
デ
ィ
ア
が

批
判
に
さ
ら
さ
れ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
報

道
の
原
点
を
考
え
る
企
画
に
も
こ
だ
わ
っ

て
き
た
。

　「
パ
ナ
マ
文
書
」報
道
を
リ
ー
ド
し
た

日
本
の
２
人
の
記
者
は
会
見
や
記
者
研
修

会
で
調
査
報
道
の
意
義
を
繰
り
返
し
強
調

し
た
。
地
を
這
う
調
査
と
デ
ジ
タ
ル
技
術

を
組
み
合
わ
せ
た
調
査
報
道
で
ピ
ュ
リ
ツ

ァ
ー
賞
を
受
賞
し
た
米
Ａ
Ｐ
通
信
の
３
人

の
女
性
記
者
は「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
は
強

靭
な
民
主
主
義
を
支
え
る
柱
で
あ
り
、
真

実
が
わ
れ
わ
れ
を
自
由
に
す
る
瞬
間
が
あ

る
」「
問
い
を
発
す
る
こ
と
を
恐
れ
る
な
。

好
奇
心
を
も
っ
て
質
問
し
続
け
よ
う
」と

い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
残
し
て
く
れ
た
。

　
激
流
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
の
は
世
界
秩

序
だ
け
で
は
な
い
。
私
た
ち
メ
デ
ィ
ア
を

取
り
巻
く
環
境
も
同
じ
だ
。

　
そ
の
点
、
今
年
の
特
徴
あ
る
活
動
は
、

20
代
か
ら
部
長
級
ま
で
幅
広
い
年
齢
層
が

参
加
し
た
記
者
ゼ
ミ「
次
世
代
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
の
必
須
Ｉ
Ｔ
講
座
」。
各
社
か
ら

講
師
を
輪
番
で
出
し
、
社
を
超
え
て
教
え

合
う
と
い
う
新
し
い
試
み
だ
っ
た
。
自
ら

講
師
を
務
め
、
受
講
者
で
も
あ
っ
た
全
国

紙
記
者
は
こ
う
語
っ
て
い
る
。

　「
デ
ー
タ
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
へ
の
取
り

組
み
の
必
要
性
は
感
じ
て
い
た
の
に
、
ど

こ
か
ら
手
を
付
け
て
い
い
の
か
わ
か
ら
な

い
、
そ
ん
な
状
態
か
ら
一
歩
踏
み
出
す
こ

と
が
で
き
た
。
冷
や
汗
を
か
き
な
が
ら
、

突
っ
込
み
鋭
い
他
社
の
記
者
に
教
え
る
と

い
う
経
験
も
勉
強
に
な
っ
た
」

　
立
ち
止
ま
っ
て
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
原

点
を
確
認
し
、
走
り
な
が
ら
明
日
の
メ
デ

ィ
ア
に
備
え
る
。
こ
の
２
つ
へ
の
目
配
り

は
来
年
も
忘
れ
ず
に
い
た
い
と
思
う
。

�

（
朝
日
新
聞
社
常
務
取
締
役
編
集
担
当
）

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
原
点
見
つ
め

　
明
日
の
メ
デ
ィ
ア
に
備
え
た
１
年

�

企
画
委
員
長
　
西
村
　
陽
一
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あ
の
会
見
　
こ
の
言
葉
～
２
０
１
６
年
取
材
メ
モ
か
ら
～

　
今
年
も
多
彩
な
ゲ
ス
ト
を
招
い
て
11
月

ま
で
で
２
０
０
件
を
超
え
る
記
者
会
見
や

研
究
会
を
行
っ
て
き
た
。
印
象
に
残
っ
た

言
葉
を
メ
モ
帳
か
ら
拾
っ
て
み
た
。

�

（
専
務
理
事
　
土
生
修
一
）

梶
田
隆
章
さ
ん（
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
）

　「
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
が
続
い
て
日
本
は

浮
か
れ
て
い
る
が
、
20
年
、
30
年
後
に
日

本
か
ら
受
賞
者
が
出
る
か
ど
う
か
…
今
の

ま
ま
な
ら
日
中
逆
転
の
可
能
性
も
」（
１
・

７
　
記
者
会
見
）

藻
谷
浩
介
さ
ん（
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
）

　「
人
件
費
を
上
げ
た
ら
つ
ぶ
れ
る
、と
い

う
企
業
は
つ
ぶ
れ
て
く
だ
さ
い
。
人
件
費

を
ち
ゃ
ん
と
出
す
企
業
に
若
者
を
移
動
さ

せ
る
必
要
が
あ
る
」（
１
・
20
　
経
済
見
通
し
）

菊
地
啓
夫
さ
ん（
宮
城
県
岩
沼
市
長
）

　「
う
ち
で
は
、
自
殺
し
た
避
難
住
民
は

一
人
も
い
な
い
。
東
日
本
大
震
災
で
は
集

落
ご
と
に
避
難
さ
せ
た
の
で
避
難
地
で
も

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
壊
れ
ず
に
残
っ

た
か
ら
で
す
」（
２
・
４
　
３
・
11
か
ら
５
年
）

小
笠
原
欣
幸
さ
ん（
台
湾
政
治
研
究
者
）

　「
台
湾
の
国
民
党
は
、
歴
史
的
役
割
を

終
え
、
今
後
、
中
国
共
産
党
の
代
理
人
の

よ
う
な
中
政
党
と
し
て
存
続
し
て
い
く
し

か
な
い
。
こ
れ
か
ら
は
台
湾
ア
イ
デ
ン
テ

ィ
テ
ィ
ー
が
基
盤
に
な
っ
て
い
く
」（
２
・

８
　
台
湾
総
統
選
を
読
み
解
く
）

志
賀
俊
之
さ
ん（
産
業
革
新
機
構
会
長
）

　「
日
本
企
業
は
な
ん
で
も
自
前
で
や
り

た
が
る
。
技
術
者
の
プ
ラ
イ
ド
は
大
事
だ

が
、こ
れ
で
は
世
界
か
ら
遅
れ
て
し
ま
う
」

（
２
・
19
　
チ
ェ
ン
ジ
・
メ
ー
カ
ー
ズ
に
聞
く
）

忍
足
謙
朗
さ
ん（
元
国
連
Ｗ
Ｆ
Ｐ
ア
ジ
ア
地
域

局
長
）

　「
Ｂ
Ｂ
Ｃ
、
Ｃ
Ｎ
Ｎ
は
自
分
た
ち
よ
り

先
に
紛
争
の
現
場
に
行
っ
て
い
る
こ
と
も

あ
る
が
、
紛
争
地
で
日
本
人
記
者
に
会
う

こ
と
が
以
前
よ
り
少
な
く
な
っ
た
」（
３
・

３
　
国
連
と
日
本
人
）

村
田
晃
嗣
さ
ん（
政
治
学
者
）

　「
教
育
と
安
保
の
類
似
点
は
容
易
に
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
化
し
や
す
く
、
素
人
が
も
っ

と
も
ら
し
い
こ
と
を
言
い
や
す
い
こ
と
」

（
４
・
５
　
安
保
法
施
行
と
日
本
の
防
衛
）

菅
波
茂
さ
ん（
熊
本
地
震
避
難
用
テ
ン
ト
村
設

営
の
支
援
団
体
代
表
）

　「
避
難
所
で
は
究
極
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

で
あ
る
夫
婦
の
時
間
が
な
く
な
る
が
、
テ

ン
ト
は
そ
れ
が
確
保
で
き
る
。
避
難
所
に

新
し
い
選
択
肢
を
提
供
で
き
た
」（
５
・
30
　

熊
本
地
震
報
告
）

ア
ン
ト
ワ
ー
ヌ
・
レ
リ
ス
さ
ん（
パ
リ
の
テ
ロ

で
妻
を
亡
く
し
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）

　「
私
も
息
子
も
憎
悪
の
中
だ
け
で
生
き

て
い
く
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
笑
い
た
い

し
、
楽
し
み
た
い
、
な
に
よ
り
自
由
で
い

た
い
」（
６
・
28
　
著
者
と
語
る
）

テ
ィ
エ
リ
ー・ダ
ナ
さ
ん（
駐
日
フ
ラ
ン
ス
大
使
）

　「
英
国
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
は
世
界
の
終
わ
り

で
は
な
い
。
英
国
と
は
Ｅ
Ｕ
が
で
き
る
前

か
ら
友
好
関
係
に
あ
っ
た
。
Ｅ
Ｕ
の
目
標

を
明
確
に
す
る
よ
い
機
会
と
な
っ
た
」

（
７
・
６
　
Ｂ
Ｒ
Ｅ
Ｘ
Ｉ
Ｔ
と
Ｅ
Ｕ
の
未
来
）

茂
木
崇
さ
ん（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
研
究
者
）

　「
こ
れ
か
ら
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
は
、
高

給
に
魅
か
れ
て
定
年
ま
で
勤
め
上
げ
る
仕

事
で
は
な
く
な
り
、
か
え
っ
て
純
化
さ
れ

る
か
も
」（７
・
26
　
著
者
と
語
る
）

大
江
博
さ
ん（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
首
席
交
渉
官
）

　「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
は
、
米
国
と
対
等
に
渡

り
合
っ
た
珍
し
い
ケ
ー
ス
だ
っ
た
。
批
准

し
な
く
て
も
長
期
的
に
は
米
国
は
戻
っ
て

く
る
。米
国
は
そ
ん
な
に
バ
カ
じ
ゃ
な
い
」

（
９
・
29
　
記
者
会
見
）

井
上
康
生
さ
ん（
リ
オ
五
輪
日
本
柔
道
男
子
監
督
）

　「
東
京
五
輪
に
監
督
と
し
て
臨
め
る
こ

と
は
大
き
な
誇
り
。
た
だ
、
日
本
記
者
ク

ラ
ブ
の
会
見
で
胃
が
痛
く
な
る
よ
う
で
は

…
も
っ
と
大
き
な
プ
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ー
が
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く
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ず
」（
10
・
５
　
記
者
会
見
）

年末企画
わたしのおすすめ本2016 4▶5

クラブゲスト 6▶8

Ｂ・ストークス米ピュー・リサーチセンター・デ
ィレクター／グレン・フクシマ氏／渡部
恒雄東京財団上席研究員／髙見澤將林
前内閣官房副長官補／須田美矢子キヤノ
ングローバル戦略研究所特別顧問／山口
泰元日銀副総裁／髙津克幸にんべん社長
／川鍋一朗日本交通会長／ J・シウコサ
ーリ駐日フィンランド大使／呉屋新城春
美ブラジル日本文化福祉協会会長／アウ
ンサンスーチーミャンマー国家顧問兼外
相／朴柱奉バドミントン日本代表監督／
東山篤規イグノーベル賞受賞者／永易
至文行政書士／AP通信社ピュリツァ
ー賞受賞者／平岩俊司関西学院大教授
／横田耕一九州大名誉教授／川端清隆
福岡女学院大教授／坂口裕彦前毎日新聞
ウィーン特派員／ F・ビロルIEA事務局長
／柴田悠京大大学院准教授／国連財団
／川人博弁護士／ F・グランディ国連
難民高等弁務官

会見リポート 9▶12

アウンサンスーチー氏／渡部恒雄
氏、髙見澤將林氏／東山篤規氏／
ピュリツァー賞受賞者／横田耕一
氏／山口泰氏／ファティ・ビロル氏
／川人博氏
記者ゼミ 13

次世代ジャーナリストの必須IT講座
ワーキングプレス 14▶16

トランプ氏勝利
ワシントン� 日本テレビ　近野宏明
東京官邸� 毎日新聞社　野原大輔
韓国　国政介入事件
� 産経新聞社　加藤達也
新・列島報告　大分県姫島村 17

� 大分合同新聞社　中谷悠人
被災地通信　鳥取地震 18

� 山陰中央新報社　勝部浩文
マイBOOKマイPR 19

書いた話書かなかった話 20▶21

戦場からメリークリスマス　チャ
ウシェスク政権崩壊� 伊藤千尋
リレーエッセー 22

村山政権を支えた野坂浩賢氏
� 共同通信社　川上高志
私が会ったあの人　特別編 23

トランプタワーでインタビューした
「未来の米国大統領」� 川端久雄
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心に残った３ 冊

わ た し の お す す め 本 2 0 1 6

▶石合　力（朝日新聞社ヨーロッパ総局長＝ロンドン）

①希望の血
サミュエル・ピサール著、國弘正雄／川瀬勝訳（講談社）

②僕の違和感　上・下
オルハン・パムク著、宮下遼訳（早川書房）

③ボーン・トゥ・ラン　ブルース・スプリン
グスティーン自伝　上・下

鈴木恵／加賀山卓朗訳（早川書房）

　①ホロコースト生存者でバーンスタインの交響曲第
３番「カディッシュ」のテキストを書いた作家、国際
弁護士の自伝。この体験こそ欧州統合を生んだはずだ
が……。彼を継父に持つブリンケン米国務副長官によ
ると、本人がテキストに託した広島への思いは、オバ
マ大統領にも伝わった。②混迷のトルコ。ノーベル賞
作家が市井の暮らしから時代を描く。③伝説のロック
スターが洞察する米社会の姿と自らの苦悩。その郷土
愛はトランプ氏の「愛国」とは異なるものだ。

▶今村　啓一（NHKヨーロッパ総局長＝パリ）

①フランスはどう少子化を克服したか
高崎順子著（新潮新書）

②Empires in Collision
Lord David Howell著（Gilgamesh Publishing）

③はじめてのルーヴル 中野京子著（集英社文庫）

　①少子化対策で効果を上げたフランス。パリ在住の
日本人女性が子育て経験をもとに、日本との比較も含
め対策の具体例を紹介。②英サッチャー政権でエネル
ギー相などを歴任し原油20ドル台急落を予言したハウ
エル卿が、グリーンエネルギーと既存エネルギーが力
を合わせ、安定供給と温暖化対策を両立させるための
道筋を説く。③ルーヴルに行く前に読み、ルーヴルの中
で読み、帰ってから読む。画家の生涯や時代背景がわ
かりやすく解説され、絵を見る楽しみが3倍になる1冊。

▶吉岡　良（時事通信社カイロ支局）

①現代アラブの社会思想　終末論とイスラー
ム主義 池内恵著（講談社現代新書）

②Orientalism
Edward W. Said著（Penguin Random House）

③障害者の経済学  中島隆信著（東洋経済新報社）

　①アラブ世界でいわゆるイスラム過激派が台頭した
ことについて、時代状況を踏まえた思想的背景がわか
りやすくまとめられている。2001年の米同時多発テロ
を受けて書かれた15年前の著作だが、本書で指摘され
る、アラブ世界における「国際テロに打って出る若者
が出現することも理解できる不幸な閉塞状況」は現在
も変わらない。過激派組織「イスラム国」（IS）が猛威
をふるう2014年以降の事態も、歴史の必然ではないか
と思えてくる。

▶岩田　智雄（産経新聞社ニューデリー支局長）

①インドの軍事力近代化　その歴史と展望
スティーブン・コーエン／スニル・ダスグプタ著、 

斎藤剛訳（原書房）

②アフガン・対テロ戦争の研究　タリバン
はなぜ復活したのか 多谷千香子著（岩波書店）

③インド洋圏が、世界を動かす　モンスーン
が結ぶ躍進国家群はどこへ向かうのか

ロバート・D・カプラン著、奥山真司／ 
関根光宏訳（インターシフト／合同出版）

　①「戦略的抑制」をキーワードに、インドの軍事力
を痛烈に批判した。兵器開発の欠点や装備調達での汚
職問題も指摘している。最終章では、中国が台頭する
中での米印軍事関係の重要性を訴えた。インドのモデ
ィ政権は、日米との関係強化を図っており、訳者の「米
国」を「わが国」に置き換えて読むことができるとの解
説は的確だ。インド軍の欠陥よりも、その構造や歴史
についての知識を提供してくれる点で貴重な著書だろ
う。

　12 月号恒例の特集です。英国のEU離脱決定、トランプ氏の米大統領選勝利。そして韓国の混乱…
国際ニュースが躍り、注目を集めた忘れられない年になりました。

　そこで今年は 9カ国の特派員に、それぞれの赴任国の視点も交え「おすすめの本」
を寄せていただきました。ネット購入できる洋書もあります。年末年始休みの読書リ
ストに加えてみてはいかがでしょうか。
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心 に残った３冊

▶國枝すみれ（毎日新聞社ニューヨーク支局長）

①Hillbilly Elegy　A Memoir of a Family and 
Culture in Crisis

J.D. Vance著（HarperCollins Publishers）

②ふたつのアメリカ史　南部人から見た真実の
アメリカ ジェームス・M・バーダマン著（東京書籍） 

③生きて、語り伝える
G・ガルシア＝マルケス著、旦敬介訳（新潮社）

　ドナルド・トランプ氏が米大統領選で勝ってしまっ
た。①北東部や太平洋州のリベラル派は「南部、中西
部、山間部の白人労働者の気持ちを理解していなか
った」と反省し、南部人によって書かれ今年夏に出版
された『ヒルビリー・エレジー』を読んでいる。②も、
ピューリタンなど米国に流入した移民グループの分析
から入り、南北文化の違いがよくわかる。③は夜、上
等な酒を飲むように少しずつ読む本。

▶宮本　英威（日本経済新聞社サンパウロ支局長）

①水を得た魚　マリオ・バルガス・ジョサ自伝
寺尾隆吉訳（水声社）

②戸井十月　全仕事
『戸井十月全仕事』編集委員会編（小学館）

③一投に賭ける　溝口和洋、最後の無頼派
アスリート 上原善広著（角川書店）

　①2010年にノーベル賞を受賞し、中南米を代表す
る作家の自伝。幼少期から作家になるまでの回想と、
1990年のペルー大統領選挙への立候補とアルベルト・
フジモリ氏に敗れた経験が章ごとに交互に語られる。
強権的な父親に否定されながらも、読書と創作に自分
の生きがいを求めていく道筋は読み応えがある。②映
像や文章などさまざまな分野で活躍した才人への追悼
集。中南米をたびたびバイクで旅し、道端の出会いや
においを大切にする人だった。

▶栗田　晃（東京新聞・中日新聞モスクワ支局長）

①日ソ国交回復秘録　北方領土交渉の真実
松本俊一著、佐藤優解説（朝日新聞出版）

②何者 朝井リョウ著（新潮社）

③クラウディアの祈り 村尾靖子著（ポプラ社）

　①1956年の日ソ共同宣言調印に携わった著者の回想
録。今年は60年の節目だが、当時の論点は解決せずに
残る。②著者は私と同じ岐阜出身、中高大の後輩で勝
手に親近感を抱いている。今年、若手人気俳優で映画
化されたが、読後感はポップとはほど遠い重さ。③シ
ベリア抑留後、ロシアに残った男性が51年ぶりに日本
で待つ妻の下に戻る物語。送り出すロシア人の妻の思
いが胸を打つ。こんな人間ドラマを発掘せねば。

▶五十嵐　文（読売新聞社中国総局長＝北京）

①国家はなぜ衰退するのか　上・下
ダロン・アセモグル／ジェイムズ・A・ロビンソン著、

鬼澤忍訳（早川書房）

②China2049
マイケル・ピルズベリー著、野中香方子訳（日経BP社）

③ウー・ウェンの北京小麦粉料理
ウー・ウェン著（高橋書店）

　中国を知るには「鳥の目」も「虫の目」も求められる。
①は世界各国の盛衰の歴史を縦横無尽に俯瞰して引き
出した「理論」に基づき、中国の経済発展は共産党一
党支配下ではいずれしぼむ、と予言する。②は中国軍
部に深く入り込んだ米国人専門家ですら、見極めるの
に数十年要したという中国の野望を描く。鳥にも虫に
も近づけない自分を慰めてくれるのは、北京の食。食
べ歩きの合間に③で皮から打つ餃子作りのイメージト
レーニングを重ねている。

▶粟倉　義勝（共同通信社ソウル支局長）

①戦争は女の顔をしていない
スヴェトラーナ・アレクシエーヴィチ著、 

三浦みどり訳（岩波現代文庫）

②隔離の記憶　ハンセン病といのちと希望と
高木智子著（彩流社）

③冷戦の追憶　南北朝鮮交流秘史
金鍊鐵著、李準悳訳（平凡社）

　会って聞き出し、伝える。そんな営みが人の心を動
かせるか否かは、結局は書き手の誠意と意志次第だと
再確認させてくれたのが①と②。①は第２次大戦に従
軍した旧ソ連の女性兵士らの体験談が独白形式で続
く。彼女らの戦場が眼前に立ち上がってくる。②は国
家が強いた不条理の中を生き抜いた人々の人生と言葉
に胸を打たれる。③は南北交流の現場に身を置いてき
た研究者が、平和構築の努力がなぜ必要か、観念では
なく実体験で説く。
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⃝会見動画もYouTube日本記者クラブチャンネルで見ることができます⃝� クラブゲス ト

ブルース・ストークス　
米ピュー・リサーチセンター国際経済世論調査部ディレクター

　米大統領選は日本にとっても大
ニュース。陰謀論から次回2020年
選挙の見通しまで根掘り葉掘りの
質問に「私もジャーナリストだっ
たから、聞きたいことはわかる」
と丁寧に答えた。トランプ現象の
理由は「政治家を信頼できないか
ら変化を求めるのかもしれない」。

■11・1（火）シリーズ企画「変わるアメリカ・変わらないアメ
リカ　米大統領選」⑫／司会：石川洋企画担当部長／通訳：
宇尾真理子／出席：68人

山
やま

口
ぐち

　泰
ゆたか

　元日銀副総裁

　「金利低下も実体経済の刺激効
果なし」「継続的円安は金融政策だ
けでは無理」「マイナス金利政策は
判断ミス。深刻な危機でもないの
に常識外の措置を突然実施した」
「『2％実現』にこだわり副作用の
大きい政策をやるのは見直すべ
き」。厳しい評価が続いた。

■11・21（月）シリーズ企画「＜日銀検証＞を検証する」④／司
会：実哲也委員／出席：70人
11ページに会見リポート

グレン・フクシマ　米先端政策研究所上席研究員

　米民主党外交ブレーンの一人。
「『真の改革はエスタブリッシュメ
ント外の人間しかできない』との
訴えを浸透させたのが勝因」と大
統領選を分析。「トランプ氏が公
約を実行すれば大混乱になる」。
中央公論８月号寄稿の「トランプ
はなぜ日本嫌いなのか」も紹介。

■11・11（金）シリーズ企画「変わるアメリカ・変わらないアメ
リカ　米大統領選」⑬／司会：石川洋企画担当部長／出席：
71人

髙
たか

津
つ

　克
かつ

幸
ゆき

　にんべん社長

　元禄時代創業のかつお節問屋の
13代目。近年はかつおだしを店頭
販売で飲んでもらう「だしバー」
や洋風だしと融合させたレストラ
ンなど事業を広げている。「化学
調味料には香りがなく味が強すぎ
る。油がなく高タンパクのかつお
節を国際的にも売り出したい」

■11・2（水）シリーズ企画「チェンジ・メーカーズに聞く」⑪／
司会：水野裕司委員／出席：46人

渡
わた

部
なべ

　恒
つね

雄
お

　東京財団上席研究員

　「トランプ氏が共和党主流派に
いかに歩み寄れるかが新政権のカ
ギを握る」「新政権がうまくいかな
ければ怒りが共和党に向かう」「私
がミシェル・オバマなら、今から
大統領選の準備をする」「TPP発
効は困難だがNAFTAやWTOの
見直しまではいかないだろう」

■11・14（月）シリーズ企画「変わるアメリカ・変わらないアメ
リカ　米大統領選」⑭／司会：杉田弘毅委員／出席：72人

川
かわ

鍋
なべ

　一
いち

朗
ろう

　日本交通会長

　タクシー業界最大手の若きトッ
プ。スマホで車を呼ぶアプリ、陣
痛タクシーなど新事業を展開。来
年は初乗りを410円に値下げ、IT
満載の「世界最高タクシー専用
車」を走らせる。東京五輪ではト
ヨタと組み自動運転に挑戦。「タ
クシーは〝拾う〟から〝選ぶ〟時代」

■11・16（水）シリーズ企画「チェンジ・メーカーズに聞く」⑫
／司会：水野裕司委員／出席：61人

髙
たか

見
み

澤
ざわ

　將
のぶ

林
しげ

　前内閣官房副長官補

　安倍官邸で安保政策を立案した
防衛官僚。トランプ政権との関係
を理論的に語った。キーワードの
1つはパッション（情熱）。「大統
領個人の思い入れがあっても国際
的には受け入れられない政策につ
いて、どう調和を図り顔を立てる
か」。経験から出た解説か？

■11・16（水）シリーズ企画「変わるアメリカ・変わらないアメ
リカ」⑮／司会：島田敏男委員／出席：73人
9ページに渡部・髙見澤両氏をまとめた会見リポート

ユッカ・シウコサーリ　駐日フィンランド大使

　「フィンランド社会の強みはコ
ンセンサスに立脚し、起業家精神
に理解があること」。しかし近年
は、「中東などからの難民流入で、
均質か多文化のどちらをめざすか
が問われ始めている」。欧州で少
子高齢化が最も進行しており、労
働力減少への対応が急務とも。

■11・1（火）記者会見／司会：脇祐三委員／通訳：長井鞠子
／出席：51人

須
す

田
だ

　美
み

矢
や

子
こ

　キヤノングローバル戦略研究所特別顧問

　日銀政策委審議委員を10年務め
た経歴を持つ。「今の金融緩和は
行き過ぎ」「政治任用で日銀審議委
員は似た人ばかり」「審議委員には
実体経済で実績ある人が必要」「次
期総裁は政府と適正な距離が取れ
る政治力が必要」。今の日銀に対
し、辛口コメントが続いた。

■11・2（水）シリーズ企画「＜日銀検証＞を検証する」③／司
会：福本容子委員／出席：51人

呉
ご

屋
や

 新
あら

城
しろ

 春
はる

美
み

　ブラジル日本文化福祉協会会長

　ブラジルの日系人社会を代表す
る「文協」初の女性会長。沖縄で
生まれ、家族で移住したウチナー
ンチュでもある。「沖縄は戦争の
時からずっと犠牲になっている。
私も家は焼けてしまい、おじいさ
んの写真さえ1枚も残っていな
い。どうして今も沖縄だけですか」

■11・2（水）シリーズ企画「沖縄から考える」⑬／司会：中井
良則顧問／通訳：大友恵美／出席：31人

http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/11/r00034091/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/11/r00034374/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/11/r00034376/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/11/r00034378/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/11/r00034250/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/11/r00034414/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/11/r00034252/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/11/r00034410/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/11/r00034197/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/11/r00034254/
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アウンサンスーチー　ミャンマー国家顧問兼外相

　当クラブの会見は3年半ぶり。
前回は反政府リーダー、今回は事
実上の政府最高指導者として登壇
した。「現行憲法は真に民主的で
はなく改憲に努力する」「中国を含
め全ての国と仲良くしたい」。毅
然、時に微笑みを交えての30分余
の会見となった。

■11・4（金）記者会見／司会：伊藤芳明理事長／通訳：西村
好美、大野理恵／出席：290人
9ページに会見リポート

平
ひ ら

岩
い わ

　俊
しゅん

司
じ

　関西学院大学教授

　北朝鮮ウオッチャー。「核開発
はもはや交渉カードではない。核
保有前提の『現状凍結』を交渉材
料にしたがっている」「オバマ大統
領の戦略的忍耐で北朝鮮は米国を
怖がらなくなり、その結果、安保
面での対中依存度も低下した」「体
制崩壊目前の観測は非現実的」

■11・14（月）シリーズ企画「北朝鮮の核とミサイル」③／司
会：山本勇二委員／出席：62人

朴
Park Joo Bong

柱奉　バドミントン日本代表監督

　韓国で「ダブルスの神様」と言
われた名選手。日本代表監督歴も
12年間の長期になる。リオ五輪女
子ダブルス決勝では「相手の疲れ
を読み、体の遠くに打つよう指示」
して逆転につなげた。事前メモを
作成し、質問にも丁寧に対応、誠
実な人柄が伝わってきた。

■11・7（月）記者会見／司会：山本勇二委員／通訳：長友英
子／出席：28人

横
よ こ

田
た

　耕
こ う

一
い ち

　九州大学名誉教授

　天皇を研究対象にする憲法学
者。「退位問題は天皇の意思で政
治が動いており憲法的には大問
題。天皇の意思を忖度して政府が
主導すべきだった」「国事行為でも
私的行為でもない公的行為を広く
認めすぎる。被災地訪問は公務で
はなく私的行為で行くのがよい」

■11・16（水）シリーズ企画「生前退位を考える」①／司会：傍
示文昭委員／出席：48人
11ページに会見リポート

東
ひがし

山
や ま

　篤
あ つ

規
き

　イグノーベル賞受賞者　立命館大学教授

　出席者みんなで股のぞきを実行
した。役に立ちますか、との質問
に「何の役にも立ちません。立た
なくてもいい。見ている世界が体
とどう関係するのか好奇心だけ」
と言い切る。「自分にとって面白
いことを伝えるために修業してい
る。よく遊びよく学べ、です」

■11・9（水）記者会見／司会：安井孝之委員／出席：41人
10ページに会見リポート

川
か わ

端
ば た

　清
き よ

隆
た か

　福岡女学院大学教授

　国連職員として25年間、安保理
運営や地域紛争調停に関わった。
「P5は政治的背景があり組み換
え困難」「日本政府は国連日本人職
員の戦略的意味を理解していな
い」「国連PKOにとって高練度の
自衛隊はぜひ必要。日本では
PKOと自衛権が混同されている」

■11・18（金）シリーズ企画「国連と日本人」⑭／司会：土生修
一専務理事／出席：32人

永
な が

易
や す

　至
し

文
ぶ ん

　NPO法人パープル・ハンズ事務局長・行政書士

　1990年代、自分の性的傾向を誇
りを持って受け入れた「ゲイ1期
生の50歳」と自己紹介。ライター、
行政書士、NPO事務局長として、
高齢期を迎えるLGBTの病気、介
護、相続など老後の課題に取り組
んでいる。「足元を見つめ、今で
きることをやるしかない」

■11・10（木）シリーズ企画「LGBTと社会」④／司会：宮田一
雄委員／出席：17人

坂
さ か

口
ぐ ち

　裕
ひ ろ

彦
ひ こ

　前毎日新聞ウィーン特派員

　ドイツをめざすアフガニスタン
人一家を追いかけ新聞に連載した
同時進行ルポが本に。「途中で見
失ったりしたが、現場でへーっと
感じたことを書くのが新聞記者。
日本の記者はみな泥くさく現場に
入っていた。特派員網を維持して
ほしい」と最前線から切実な声。

■11・22（火）著者と語る『ルポ難民追跡　バルカンルートを
行く』／司会：川村晃司委員／出席：33人

AP通信社　ピュリツァー賞受賞者
マジー・メイソン氏、マーサ・メンドーザ氏、
エスター・トゥサン氏、テッド・アンソニー氏

　インドネシアの漁船で続くミャンマー人の「奴
隷労働」を女性記者チームが特ダネ報道。魚は米国
の食卓にも並んでいた。2000人が解放され米国の
法律が改正された。「船の動きはネットで追跡でき
る。日本の企業も関わっていた」。さあ、次は日本
人記者の出番だ。
■11・11（金）記者会見／司会：坂東賢治委員／通訳：長井鞠
子／出席：60人
10ページに会見リポート

ファティ・ビロル　国際エネルギー機関（IEA）事務局長

　「今後の勝者は天然ガスと再生
可能エネルギー。一方で石油の消
費も伸び続ける。なぜならトラッ
ク燃料、航空燃料、石油化学は石
油の代替物が見つからないから」
「国際的なエネルギー連携は経済
面だけでなく外交面からの考慮も
必要。一国依存は危険」

■11・25（金）記者会見／司会：脇祐三委員／通訳：西村好
美、木場啓美／出席：52人
12ページに会見リポート

http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/11/r00034352/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/11/r00034346/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/11/r00034348/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/11/r00034308/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/11/r00034380/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/11/r00034382/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/11/r00034384/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/11/r00034412/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/11/r00034417/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/11/r00034419/
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柴
し ば

田
た

　悠
はるか

　京都大学大学院准教授

　「保育サービスに予算をつぎ込
めば日本は救われる」と提言。「議
論を巻き起こしたい。経済学者が
深く分析してほしい」。保育所を
増やし保育士の給与を引き上げる
と、経済成長率が上がり自殺率が
下がる、と統計を解読。政策効果
の分析は報道の仕事でもある。

■11・28（月）著者と語る『子育て支援が日本を救う』／司会：
中井良則顧問／出席：42人

川
か わ

人
ひ と

　博
ひろし

　弁護士

　長年、過労死訴訟にかかわって
きた。戦前の織物業から現代の電
通まで具体例を挙げて、その深刻
さを訴えた。「仕事がらみの自殺
は昨年2000件以上だが労災認定は
４％だけ」「サービス業では『お客
様は神様』が前面に出すぎ。働く
者への配慮がなさすぎる」

■11・29（火）シリーズ企画「働き方改革を問う」①／司会：竹
田忠委員／出席：59人
12ページに会見リポート

国連財団　 
キャシー・キャルビン会長、スーザン・メイヤーズ
上席副会長、小和田恒・理事

　国連財団はCNN創業者のターナー氏の寄付で創
立された「国連応援団」。米国第一主義のトランプ
新政権は、国連にとってやっかいな相手になりそ
うだ。キャルビン会長は「トランプ氏が大統領にな
れば成長すると期待したい。地球温暖化対策など
では私たちも声を上げていく」と述べた。
■11・28（月）記者会見／司会：中井良則顧問／通訳：西村好
美／出席：26人

フィリッポ・グランディ　国連難民高等弁務官

　今年1月に就任以来、2度目の
当クラブでの会見。今回の来日で
は日本政府に難民受け入れ拡大を
要請したが、「日本は難民に慣れ
ておらず、受け入れ拡大には時間
がかかりそうだ」と述べた。シリ
ア情勢は「政治的解決しかないが
楽観できる状況ではない」。

■11・29（火）記者会見／司会：杉田弘毅委員／通訳：賀来華
子／出席：49人

　会
見
余
話

●「
質
問
し
た
か
っ
た
。
み
ん
な
手
を
挙
げ
な
い
し
」

　ア
ウ
ン
サ
ン
ス
ー
チ
ー
さ
ん
の
会
見
で
真
っ
先
に
立

ち
上
が
り
、勢
い
よ
く
手
を
挙
げ
た
の
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
・

ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
テ
レ
ビ
の
女
性
記
者
、
ウ
ィ
ン
・
ザ
ー

ニ
・
ア
ウ
ン
さ
ん
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
語
で
質
問
し
、
ス
ー

チ
ー
さ
ん
が「
今
の
質
問
は
、
日
本
訪
問
で
何
を
得
た

か
、
で
す
」と
英
語
に
通
訳
し
た
。
司
会
の
伊
藤
理
事

長
が「
ゲ
ス
ト
が
通
訳
し
た
の
は
ク
ラ
ブ
で
初
め
て
か

も
し
れ
な
い
」と
述
べ
る
と
、
ス
ー
チ
ー
さ
ん
は「
私

は
慣
れ
て
ま
す
」と
応
じ
、
笑
い
が
広
が
っ
た
。

　ザ
ー
ニ
さ
ん
は「
ス
ー
チ
ー
さ
ん
は
国
家
顧
問
に
な

っ
て
か
ら
あ
ま
り
記
者
会
見
を
開
か
な
い
。
な
か
な
か

◀
ア
ウ
ン
サ
ン
ス
ー
チ
ー
・
ミ
ャ
ン
マ
ー
国
家
顧
問
兼

外
相　野

党
時
代
に
書
い
た「
今
後
の
対
日
協
力
関
係
に
期

待
し
て
」と
の
3
年
前
の
揮
ご
う（
上
）を
見
な
が
ら
、

「
続
き
を
書
く
わ
」と
つ
ぶ
や
き「
す
で
に
成
し
遂
げ
た

協
力
関
係
を
よ
り
一
層
…
」と
記
し
た
。

　　東山篤規
イグノーベル賞受賞者▶

学校では「遊び方」は教えて
くれない。自分で「楽しいな、
面白いな」と感じることが大
事。根幹は「よく遊ぶ」こと。

◀坂口裕彦・
　前毎日新聞ウィーン特派員
「ひるまない」のこころは―
取材相手をどこまでも追いか
け、諦めず記事にする意気込み。

質
問
の
機
会
が
な
い
の
で
、
今
日
は
ぜ
ひ
と
も
聞
き
た

か
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
に
、
皆
さ
ん
、
手
を
挙
げ
て
な

か
っ
た
し
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
記
者
会
見
で
は
記
者
は
一

斉
に
質
問
を
求
め
ま
す
」。
お
と
な
し
い
日
本
人
記
者

に
少
し
驚
い
た
よ
う
だ
。

　民
主
化
と
と
も
に
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
が
急
に
広
が
っ

た
。「
私
た
ち
は
ニ
ュ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
。
ス
ー

チ
ー
さ
ん
が
会
見
で
報
道
の
自
由
に
は
責
任
が
伴
う
、

と
言
っ
た
け
れ
ど
、
そ
の
通
り
で
す
。
ネ
ッ
ト
や
ソ
ー

シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
で
ニ
ュ
ー
ス
を
奪
い
合
い
、
正
確
で

な
い
記
事
も
あ
る
。
あ
、
急
が
な
い
と
」。25
歳
で「
副

チ
ー
フ
リ
ポ
ー
タ
ー
」の
肩
書
を
持
つ
ザ
ー
ニ
さ
ん
は
、

ス
ー
チ
ー
さ
ん
を
追
い
か
け
て
会
場
を
飛
び
出
し
た
。

（
中
井
良
則
）

ゲ
ス
ト
ブ
ッ
ク
か
ら

http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/11/r00034467/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/11/r00034532/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/11/r00034470/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/11/r00034472/
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渡わ
た

部な
べ

　
恒つ

ね

雄お

　
東
京
財
団
上
席
研
究
員

髙た
か

見み

澤ざ
わ

　
將の

ぶ

林し
げ

　
前
内
閣
官
房
副
長
官
補

ト
ラ
ン
プ
で
変
わ
る
点

変
わ
ら
ぬ
点

ア
ウ
ン
サ
ン
ス
ー
チ
ー
　

ミ
ャ
ン
マ
ー
国
家
顧
問
兼
外
相

国
家
背
負
う
リ
ー
ダ
ー

に
じ
む
プ
ラ
イ
ド

　
ト
ラ
ン
プ
当
選
直
後
の
会
見
。し
か
も
、

渡
部
恒
雄
、
髙
見
澤
將
林
と
い
う
得
難
い

２
講
師
に
関
心
は
高
か
っ
た
。

　
渡
部
氏
は
、
自
ら
は
ヒ
ラ
リ
ー
が
逃
げ

切
る
と
予
測
し
て
い
た
と
率
直
に
告
白
、

最
終
局
面
で
民
主
党
側
の
運
動
員
の
足
が

止
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
玄
人
見
立

て
を
披
露
し
た
。「
ト
ラ
ン
プ
周
辺
も
勝

っ
て
う
れ
し
そ
う
で
は
な
か
っ
た
」と
の

観
察
も
付
け
加
え
た
。
選
挙
戦
を
ビ
ジ
ネ

ス
に
利
用
し
て
き
た
ト
ラ
ン
プ
陣
営
に
、

当
選
は
果
た
し
て
本
当
の
意
味
で
の
勝
利

だ
っ
た
の
か
、と
い
う
疑
問
だ
。
今
後
、大

統
領
と
い
う
公
職
と
私
的
ビ
ジ
ネ
ス
と
の

間
で
利
益
相
反
が
起
き
な
い
か
、
と
い
う

指
摘
も
ナ
ル
ホ
ド
と
思
っ
た
。
本
当
は
大

統
領
に
な
り
た
く
な
か
っ
た
。
も
う
一
歩

で
大
統
領
に
な
れ
た
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
で
い

た
か
っ
た
。
そ
れ
が
実
は
真
相
で
は
な
い

か
、と
私
は
楽
し
く
想
像
し
て
し
ま
っ
た
。

　
そ
れ
は
そ
れ
。
ト
ラ
ン
プ
新
体
制
は
い

か
に
。渡
部
氏
は
、反
目
し
て
き
た
共
和
党

本
流
と
ど
う
協
調
す
る
か
が
キ
ー
に
な
る

と
言
う
。
３
０
０
０
人
の
政
治
任
用
が
入

れ
替
わ
る
米
国
で
、
し
か
も
議
会
承
認
ポ

　
安
倍
首
相
や
岸
田
外
相
と
の
会
談
、
天

皇
皇
后
両
陛
下
と
の
会
見
、
そ
し
て
80
年

代
半
ば
を
過
ご
し
た
京
都
大
学
か
ら
の
名

誉
博
士
号
の
授
与
―
。
８
千
億
円
規
模
の

日
本
か
ら
の
支
援
に
も
合
意
し
た
５
日
間

ス
ト
が
多
い
だ
け
に
本
流
人
脈
も
使
わ
な

い
と
人
材
登
用
も
ま
ま
な
ら
な
い
、
と
の

こ
と
だ
っ
た
。
そ
の
後
の
動
き
を
見
る
と

氏
の
予
想
通
り
、
人
事
で
は
そ
れ
な
り
の

妥
協
路
線
に
入
っ
た
と
の
印
象
で
あ
る
。

　
髙
見
澤
氏
は
、
民
主
主
義
的
選
挙
プ
ロ

セ
ス
に
お
け
る
世
界
的
な
現
象
と
し
て
、

①
政
治
の
困
難
化
②
価
値
の
動
揺
③
格
差

の
増
大
④
情
報
の
拡
散
⑤
内
政
の
重
視
、

と
い
う
５
つ
の
特
徴
が
あ
る
と
し
て
、
米

大
統
領
選
を
緻
密
な
理
論
で
整
理
。
わ
か

り
や
す
か
っ
た
の
は
、
オ
バ
マ
政
権
と
の

比
較
だ
。
オ
バ
マ
が
個
別
安
保
問
題
で
は

口
先
介
入
の
み
に
留
め
実
力
行
使
を
控

え
、
気
候
変
動
な
ど
の
国
際
的
共
通
課
題

の
解
決
に
は
積
極
的
だ
っ
た
の
に
比
べ
、

ト
ラ
ン
プ
新
体
制
は
、
む
し
ろ
そ
の
逆
を

い
く
の
で
は
な
い
か
、
と
言
う
。

　
そ
し
て
、
一
度
米
国
抜
き
の
国
際
シ
ス

テ
ム
と
い
う
も
の
を
考
え
て
、
米
国
の
価

値
を
捉
え
直
し
て
は
ど
う
か
、
と
。
興
味

深
い
問
題
提
起
だ
。
や
は
り「
米
国
し
か

い
な
い
」と
な
る
の
か
。
中
国
が
そ
れ
に

取
っ
て
代
わ
る
役
割
を
果
た
せ
る
の
か
。

髙
見
澤
氏
と
言
え
ば
、
安
倍
政
権
の
官
房

副
長
官
補（
７
月
に
退
任
）と
し
て
安
保

法
制
を
仕
切
っ
て
い
た
人
だ
。
ト
ラ
ン
プ

誕
生
で
新
法
制
の
運
用
が
ど
う
変
わ
る

か
。こ
れ
ま
た
聞
き
落
と
し
て
し
ま
っ
た
。

　
企
画
委
員
　
毎
日
新
聞
社
専
門
編
集
委
員

倉
重
　
篤
郎

国
と
の
関
係
を「
極
め
て
良
好
で
あ
り
、

も
っ
と
良
く
な
っ
て
ほ
し
い
」と
言
い
切

っ
た
。「
敵
対
的
な
国
は
作
り
た
く
な
い
。

日
本
を
含
む
全
て
の
国
と
友
好
的
な
関
係

を
築
き
た
い
」と
も
。「
ま
た
、
こ
の
質

問
ね
」と
い
う
表
情
を
に
じ
ま
せ
な
が
ら

「
全
方
位
外
交
」を
強
調
し
た
。

　
軍
・
警
察
に
よ
る
イ
ス
ラ
ム
教
徒
ロ
ヒ

ン
ギ
ャ
へ
の
弾
圧
問
題
に
つ
い
て
は
、「
調

査
し
、
法
に
基
づ
き
対
処
す
る
」と
繰
り

返
し
た
。

　
見
出
し
に
な
ら
な
い
よ
う
な
や
り
と
り

に
も
、
こ
だ
わ
り
が
う
か
が
え
た
。
最
高

指
導
者
と
呼
ば
れ
る
と
即
座
に
否
定
し
、

「
私
は
与
党
の
党
首
。
最
高
指
導
者
は
国

民
で
す
」。
訪
日
の
メ
リ
ッ
ト
を
聞
か
れ

る
と
、「
何
か
も
ら
お
う
と
思
っ
て
来
て

い
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
」。
日
本
の
男
女
格

差
に
つ
い
て
は
、「
経
済
の
豊
か
さ
が
達

成
さ
れ
れ
ば
変
わ
る
は
ず
な
の
に
、
日
本

は
そ
う
で
は
な
い
。
ど
う
し
て
な
の
か
、

教
え
て
ほ
し
い
」と
チ
ク
リ
。

　
日
英
同
時
通
訳
で
会
見
は
進
ん
だ
。
ミ

ャ
ン
マ
ー
語
に
よ
る
記
者
の
質
問
に
は
、

自
ら
通
訳
し
、
自
ら
答
え
た
。
恐
縮
す
る

司
会
者
に「
慣
れ
て
い
ま
す
か
ら
」。
国

際
社
会
に
対
す
る「
報
道
官
」を
も
長
く

兼
ね
て
き
た
ス
ー
チ
ー
さ
ん
の
歴
史
を
、

思
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
。

朝
日
新
聞
社
編
集
委
員
　
吉
岡
　
桂
子

と
し
て
来
日
し
た
。
今
回
は
、
山
積
す
る

課
題
を
抱
え
る
国
家
を
担
う
、
指
導
者
と

し
て
の
姿
が
あ
っ
た
。

　
軍
事
政
権
下
に
成
立
し
た
現
行
の
憲
法

を「
真
に
民
主
的
な
も
の
で
は
な
い
」。

「
確
約
は
で
き
な
い
が
、
改
憲
の
た
め
、

懸
命
に
努
力
す
る
」と
述
べ
て
、
新
政
権

の
５
年
の
任
期
中
に
改
正
を
実
現
す
る
意

欲
を
、
あ
ら
た
め
て
示
し
た
。

　
政
権
に
就
い
て
真
っ
先
に
訪
問
し
た
中

の
滞
在
を「
真

の
友
好
関
係
の

頂
点
に
立
つ
よ

う
な
経
験
」と

振
り
返
っ
た
。

　
３
年
半
前

は
、
民
主
化
に

向
け
て
闘
う
野

党
・
国
民
民
主

連
盟
の
指
導
者
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Ａ
Ｐ
通
信
社
　

ピ
ュ
リ
ツ
ァ
ー
賞
受
賞
者

Ａ
Ｐ
女
性
記
者
た
ち
が
語
っ
た

「
志
の
高
さ
」

東ひ
が
し

山や
ま

　
篤あ

つ

規き

　
イ
グ
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者

立
命
館
大
学
教
授
　
　

面
白
い
こ
と
で

「
よ
く
遊
び
、
よ
く
学
べ
」

　
会
見
出
席
者
に「
股
の
ぞ
き
」を
促
し
、

多
く
の
人
が
股
か
ら
見
え
る
様
子
の
妙
を

体
験
し
た
。普
通
の
姿
勢
で
見
る
よ
り
も
、

奥
行
き
感
が
少
な
く
な
り
、
遠
く
の
も
の

が
小
さ
く
見
え
る
、
と
い
う
。
と
こ
ろ
が

残
念
な
こ
と
に
私
は
実
感
で
き
な
か
っ

　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
東
部
、
ア
ラ
フ
ラ
海
の

ベ
ン
ジ
ナ
島
に
奴
隷
の
よ
う
な
労
働
を
強

制
さ
れ
て
い
る
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
船
員
が
い

た
。
そ
の
存
在
を
突
き
止
め
、
各
国
政
府

を
動
か
し
て
２
０
０
０
人
の
解
放
に
つ
な

げ
た
。
調
査
報
道
の
鑑
の
よ
う
な
記
事
で

り
、
実
験
心
理
学
を
修
め
た
。
学
生
時
代

に
錯
視
と
い
う
現
象
を「
面
白
い
な
あ
」

と
感
じ
た
こ
と
が
そ
の
後
の
人
生
を
決
め

た
。
普
通
に
立
っ
て
、
塔
な
ど
高
い
も
の

を
見
る
と
、
人
は
実
際
の
高
さ
よ
り
高
く

感
じ
る
と
い
う
。
そ
れ
が
錯
視
。
と
こ
ろ

が
寝
転
が
る
と
、
見
え
方
が
ま
た
違
う
。

　「
面
白
い
で
し
ょ
う
」と
東
山
さ
ん
は

言
う
の
だ
が
、
若
い
頃
な
ら
他
に
も
も
っ

と
面
白
い
こ
と
が
あ
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か

と
内
心
思
っ
た
が
、「
人
そ
れ
ぞ
れ
に
判

断
基
準
が
あ
り
ま
す
か
ら
」と
、
や
ん
わ

り
か
わ
さ
れ
た
。
そ
り
ゃ
そ
う
だ
。
み
ん

な
が
同
じ
も
の
を
面
白
い
と
感
じ
る
よ
う

に
な
っ
た
ら
、
こ
の
世
は
い
さ
さ
か
危
険

で
あ
る
。
多
様
性
が
あ
れ
ば
こ
そ
の
、
こ

の
世
の
面
白
さ
で
あ
る
。

　
股
の
ぞ
き
の
研
究
を「
役
に
立
ち
ま
せ

ん
」と
き
っ
ぱ
り
。「
役
に
立
つ
研
究
」を

迫
る
風
潮
が
あ
る
が
、
役
に
立
つ
、
立
た

な
い
と
い
う
判
断
基
準
は
一
律
で
あ
ろ
う

は
ず
は
な
い
。

　「
股
の
ぞ
き
の
研
究
は
、
面
白
い
な
あ

と
人
々
を
喜
ば
せ
て
い
ま
す
。
そ
の
点
は

役
に
立
っ
て
ま
す
」。
な
る
ほ
ど
、
い
ろ

ん
な
役
立
ち
方
が
あ
る
わ
け
だ
。「
よ
く

遊
び
、
よ
く
学
べ
」と
揮
ご
う
。
知
的
好

奇
心
は
、
ま
ず「
学
べ
」か
ら
は
生
ま
れ

な
い
、
と
い
う
思
い
を
込
め
た
。

　
企
画
委
員
　
朝
日
新
聞
社
編
集
委
員

安
井
　
孝
之

エ
ス
タ
ー
・
ト
ゥ
サ
ン
記
者（
左
か
ら
２
人

目
）が
監
禁
さ
れ
て
い
た
船
員
か
ら
ミ
ャ

ン
マ
ー
語
で
話
を
聞
き
、
島
に
停
泊
す
る

船
の
名
や
番
号
な
ど
を
片
っ
端
か
ら
メ
モ

し
た
。
見
知
ら
ぬ
外
国
人
の
存
在
が
う
わ

さ
に
な
り
、危
な
い
思
い
も
し
た
と
い
う
。

　
現
在
、バ
ン
コ
ク
に
駐
在
す
る
マ
ー
サ
・

メ
ン
ド
ー
ザ
記
者（
右
端
）は
、
こ
の
記
録

を
元
に
専
門
の
サ
イ
ト
で
船
の
運
航
状
況

を
追
跡
し
、
税
関
当
局
な
ど
へ
の
取
材
も

重
ね
て
バ
ン
コ
ク
経
由
で
米
国
に
も
水
産

物
が
上
陸
し
て
い
る
実
態
を
つ
か
ん
だ
。

同
記
者
に
よ
る
と
、
日
本
の
大
手
水
産
会

社
の
名
前
も
浮
か
ん
だ
と
い
う
。

　
通
信
社
が
調
査
報
道
に
力
を
入
れ
始
め

て
い
る
こ
と
も
興
味
深
い
。
ア
ジ
ア
太
平

洋
ニ
ュ
ー
ス
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
テ
ッ
ド
・

ア
ン
ソ
ニ
ー
氏（
左
端
）に
よ
れ
ば
、昨
年
、Ａ

Ｐ
通
信
の
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
最
も
多
く
シ
ェ

ア
さ
れ
た
の
が
今
回
の
調
査
報
道
だ
っ
た
。

　
３
人
の
記
者
は
一
般
ニ
ュ
ー
ス
取
材
と

並
行
し
て
調
査
報
道
を
続
け
た
と
い
う
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
時
代
に
も
志
の
高
い
記

者
は
少
な
く
な
い
。
民
主
化
を
果
た
し
て

間
も
な
い
ミ
ャ
ン
マ
ー
出
身
の
ト
ゥ
サ
ン

記
者
が「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
は
社
会
の
変

革
者
だ
」と
話
し
た
こ
と
も
印
象
的
で
、

同
業
者
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
刺
激
を
受
け

た
会
見
だ
っ
た
。

　
企
画
委
員
　
毎
日
新
聞
社
専
門
編
集
委
員

坂
東
　
賢
治

ち
ゃ
ん
と
し
た
デ
ー
タ
で
確
か
め
て
み
せ

た
。
そ
れ
が
イ
グ
ノ
ー
ベ
ル
賞
の
受
賞
に

つ
な
が
っ
た
。

　
大
の
大
人
が
股
か
ら
見
え
る
世
界
を
あ

れ
こ
れ
議
論
す
る
と
い
う
け
っ
た
い
な
話

な
の
だ
が
、
次
々
に
実
験
結
果
を
示
す
グ

ラ
フ
を
見
せ
ら
れ
る
と
、
な
る
ほ
ど
真
面

目
な
研
究
だ
と
思
え
る
の
だ
か
ら
、
不
思

議
な
も
の
で
あ
る
。

　
心
理
学
を
勉
強
し
た
い
と
文
学
部
に
入

存
在
は
ま
れ
で
は
な
い
。
ジ
ャ
カ
ル
タ
駐

在
の
マ
ジ
ー
・
メ
イ
ソ
ン
記
者（
右
か
ら
２

人
目
）は
情
報
を
得
た
時
、
ど
ん
な
切
り

口
で
関
心
を
呼
ぶ
か
を
考
え
た
と
い
う
。

そ
こ
で
①
当
事
者
か
ら
直
接
、
話
を
聞
く

②
米
国
に
も「
奴
隷
労
働
」に
よ
っ
て
加

工
生
産
さ
れ
た
魚
介
類
が
流
れ
込
ん
で
い

る
こ
と
を
証
明
す
る
―
―
と
い
う
２
つ
の

目
標
を
立
て
た
。

　
現
地
を
訪
れ
た
ミ
ャ
ン
マ
ー
特
派
員
の

た
。
東
山
さ
ん

に
よ
る
と
、
個

人
差
が
あ
る
ら

し
い
。

　
海
外
の
研
究

者
が
指
摘
し
て

い
た
現
象
を
、

30
人
の
大
学
生

に
股
の
ぞ
き
の

実
験
を
さ
せ
、

ピ
ュ
リ
ツ
ァ
ー
賞

を
受
賞
し
た
５
人

の
女
性
記
者
の
う

ち
３
人
が
、
会
見

で
取
材
の
詳
細
を

紹
介
し
て
く
れ

た
。

　
途
上
国
で
は

「
奴
隷
労
働
」
の
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横よ
こ

田た

　
耕こ

う

一い
ち

　
九
州
大
学
名
誉
教
授

公
的
行
為
め
ぐ
る
憲
法
学
説
に

通
説
な
し

山や
ま

口ぐ
ち

　
泰ゆ

た
か

　
元
日
銀
副
総
裁

物
価
２
％
の
呪
縛
と

副
作
用
に
強
い
懸
念

　
こ
の
夏
、
衝
撃
を
呼
び
起
こ
し
た
天
皇

退
位
問
題
。
象
徴
天
皇
制
を
、
憲
法
を
通

し
て
長
年
研
究
し
て
き
た
横
田
耕
一
九
州

大
学
名
誉
教
授
が
自
ら
の
学
説
の
中
核
部

分
を
語
っ
た
。

　
冒
頭
、
横
田
氏
が
断
っ
た
の
は
、
天
皇

　
こ
の
国
の
行
く
末
は
大
丈
夫
か
―
―
。

「〈
日
銀
検
証
〉を
検
証
す
る
」シ
リ
ー
ズ

の
最
終
回
に
登
場
し
た
山
口
泰
・
日
銀
元

副
総
裁
の
会
見
か
ら
は
、
金
融
政
策
の
テ

ク
ニ
カ
ル
な
問
題
を
超
え
た「
憂
国
」の

念
の
よ
う
な
も
の
も
伝
わ
っ
て
き
た
。
物

の
負
担
軽
減
等
に
関
す
る
有
識
者
会
議
」。

会
議
名
が
示
す
通
り
、
公
務
の
負
担
軽
減

が
議
論
の
ス
タ
ー
ト
地
点
に
置
か
れ
て
い

る
。
問
題
は
そ
の
公
務
の
中
で
も
平
成
に

入
り
増
え
た「
公
的
行
為
」（
８
月
８
日
の

お
言
葉
の
中
で
は
象
徴
的
行
為
）が
、
そ

も
そ
も
憲
法
上
ど
う
位
置
付
け
ら
れ
て
い

る
か
、
と
い
う
こ
と
。
結
論
は「
公
的
行

為
を
め
ぐ
る
憲
法
学
説
に
通
説
は
な
い
」。

　
清
宮
四
郎「
象
徴
と
し
て
の
行
為
」説
、

佐
藤
幸
治「
公
人
と
し
て
の
行
為
」説
、

渋
谷
秀
樹「
準
国
事
行
為
」説
、
宮
沢
俊

義「
国
事
行
為
」説
。
政
府
見
解
は「
憲
法

上
の
明
文
の
根
拠
は
な
い
が
、
象
徴
た
る

地
位
に
あ
る
天
皇
の
行
為
と
し
て
当
然
認

め
ら
れ
る
」だ
が
、
横
田
説
は「
違
憲
」。

　
公
的
行
為
を
認
め
た
場
合
、
①
範
囲
・

責
任
の
所
在
が
不
明
確
②
内
閣
に
よ
る
政

治
利
用
③
天
皇
の
意
思
介
在
で
天
皇
が
政

治
的
機
能
を
果
た
す
―
の
懸
念
が
あ
る
と

指
摘
。
横
田
説
は
国
事
行
為
と
私
的
行
為

の
中
間
部
分
を
認
め
な
い
。

　
厳
格
な
解
釈
で
あ
る
が
、
膨
れ
上
が
っ

た
平
成
の
公
的
行
為
を
議
論
す
る
に
は
実

際
的
で
は
な
い
。
８
・
８
お
言
葉
、
そ
れ

を
受
け
て
の
有
識
者
会
議
。
横
田
説
に
基

づ
け
ば
、
そ
の
展
開
そ
の
も
の
が
、
違
憲

と
な
る
。
難
題
が
潜
ん
で
い
た
。

時
事
通
信
社
編
集
局
次
長
　
橋
詰
　
悦
荘

「
マ
ネ
タ
リ
ー
ベ
ー
ス
の
長
期
的
な
増
加

に
コ
ミ
ッ
ト
す
る
こ
と
が
重
要
」と
結
論

づ
け
て
い
る
点
に
疑
念
を
示
し
た
。

　
マ
イ
ナ
ス
金
利
に
つ
い
て
も「
判
断
ミ

ス
と
の
印
象
を
持
つ
」と
し
た
う
え
で
、

国
民
の
不
評
や
金
融
シ
ス
テ
ム
へ
の
影
響

を
考
え
れ
ば
、
深
掘
り
の
程
度
は
非
常
に

限
ら
れ
て
い
る
と
語
っ
た
。

　
日
銀
が
９
月
に
新
た
に
導
入
し
た
、
10

年
物
国
債
の
金
利
を
ゼ
ロ
％
程
度
に
誘
導

す
る「
イ
ー
ル
ド
カ
ー
ブ
・
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
」措
置
に
つ
い
て
は
、
こ
の
枠
組
み
で

金
融
緩
和
を
強
化
で
き
る
か
と
言
え
ば

「
実
際
は
難
し
い
」と
し
た
。

　
膨
大
な
量
の
国
債
を
買
い
続
け
る
一

方
、
市
場
機
能
の
喪
失
に
つ
な
が
り
か
ね

な
い
長
期
金
利
の
操
作
に
ま
で
踏
み
切
っ

た「
黒
田
日
銀
」。
今
後
ど
う
す
れ
ば
い

い
の
か
。
山
口
氏
は
、
２
％
目
標
を
と
に

か
く
達
成
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な

く
、
幅
広
く
経
済
全
体
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
を
実
力
相
応
の
と
こ
ろ
に
持
っ
て
い

き
、
持
続
さ
せ
る
こ
と
に
重
き
を
置
く
べ

き
だ
と
説
く
。
副
作
用
が
大
き
い
措
置
を

安
易
に
と
ら
な
い
よ
う
ク
ギ
を
刺
す
と
同

時
に
、
緩
和
政
策
か
ら
の「
出
口
」を
探

る
際
な
ど
に
起
こ
り
う
る
リ
ス
ク
に
つ
い

て
で
き
る
だ
け
早
く
議
論
を
深
め
る
べ
き

だ
と
強
調
し
た
。

企
画
委
員
　
日
本
経
済
新
聞
社
論
説
副
委
員
長
　

実
　
哲
也

に
即
し
て
象
徴
を
考
え
る
。
現
在
の
天
皇

は
２
代
目
」。
明
解
な
ス
タ
ン
ス
だ
。

　
大
日
本
帝
国
憲
法
の
天
皇
制
と
日
本
国

憲
法
の
天
皇
制
の
関
係
は
、
断
絶
説
と
連

続
説
に
分
か
れ
て
い
る
。
横
田
氏
は
断
絶

説
を
支
持
。
た
だ
、
戦
後
の
天
皇
制
の
現

実
は
、
現
憲
法
と
矛
盾
す
る
も
の
を
引
い

て
伝
統
・
慣
行
の
継
続
が
あ
る
と
す
る
連

続
説
に
沿
っ
て
運
用
さ
れ
て
き
た
。

　
10
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た「
天
皇
の
公
務

で
は
な
い
か
と
い
う
懸
念
だ
。

　
日
銀
の
量
的
・
質
的
金
融
緩
和
政
策

（
Ｑ
Ｑ
Ｅ
）の
中
心
に
は
、
マ
ネ
タ
リ
ー
ベ

ー
ス
を
思
い
切
っ
て
拡
大
す
れ
ば
物
価
は

上
昇
す
る
と
い
う「
理
論
」が
あ
っ
た
。

だ
が
、
物
価
が
ゼ
ロ
程
度
に
と
ど
ま
っ
て

い
る
実
際
の
動
き
は
、
こ
の
考
え
方
の

「
無
意
味
さ
を
雄
弁
に
物
語
っ
て
い
る
」

と
指
摘
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
点
を

し
っ
か
り
検
証
し
な
い
ま
ま
、
日
銀
が

制
を
議
論
す
る

際
の
配
意
す
べ

き
点
。「
既
に

そ
れ
ぞ
れ
の
人

が
天
皇
制
に
対

す
る
イ
メ
ー
ジ

を
持
つ
。
そ
れ

を
基
に
議
論
す

る
こ
と
が
多

い
。
私
は
条
文

価
上
昇
率
２
％

目
標
の
達
成
の

た
め
に
は
何
で

も
す
る
と
い
う

道
を
日
銀
が
走

り
続
け
れ
ば
、

財
政
規
律
や
金

融
シ
ス
テ
ム
な

ど
に
多
大
な
悪

影
響
が
及
ぶ
の
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フ
ァ
テ
ィ
・
ビ
ロ
ル
　

国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
関（
Ｉ
Ｅ
Ａ
）事
務
局
長

温
暖
化
対
策
「
大
幅
に
加
速
を
」

ト
ラ
ン
プ
次
期
米
政
権
に
警
戒
感

川か
わ

人ひ
と

　
博ひ

ろ
し

　
弁
護
士

な
ぜ
彼
女
は

死
に
追
い
込
ま
れ
た
の
か

　
地
球
温
暖
化
対
策
の
パ
リ
協
定
か
ら
離

脱
す
る
意
向
を
示
し
て
い
た
ト
ラ
ン
プ
氏

の
米
大
統
領
選
勝
利
で
、
環
境
エ
ネ
ル
ギ

ー
分
野
で
も
先
行
き
に
不
透
明
感
が
漂
っ

て
い
る
。
Ｉ
Ｅ
Ａ
の
ビ
ロ
ル
事
務
局
長
は

　
安
倍
政
権
が
最
重
要
課
題
と
し
て
取
り

組
む「
働
き
方
改
革
」。
長
時
間
労
働
の

是
正
に
向
け
て
、
国
が
本
気
で
取
り
組
む

一
歩
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
そ
ん
な
見
方
に
冷
や
水
を
浴
び
せ
る
か

の
よ
う
に
発
覚
し
た
、
電
通
の
過
労
自
殺

か
ら
は
る
か
に
離
れ
て
い
る
。
各
国
が
か

な
り
大
幅
に
努
力
を
加
速
し
な
い
と
実
現

で
き
な
い
」と
強
調
し
た
。

　
ト
ラ
ン
プ
次
期
政
権
の
政
策
に
つ
い
て

は「
米
国
に
と
ど
ま
ら
ず
全
世
界
に
影
響

を
及
ぼ
す
」と
警
戒
感
を
に
じ
ま
せ
つ
つ

も
、
現
時
点
で
は「
時
期
尚
早
で
、
は
か

り
が
た
い
」と
述
べ
る
に
と
ど
め
た
。

　
ビ
ロ
ル
氏
は
ま
た
、
Ｉ
Ｅ
Ａ
が
発
表
し

た
ば
か
り
の
16
年
版「
世
界
エ
ネ
ル
ギ
ー

見
通
し
」を
も
と
に
、
２
０
４
０
年
ま
で

の
各
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
展
望
を
語
っ
た
。
過

去
25
年
間
で「
最
大
の
勝
ち
組
」だ
っ
た

石
炭
の
消
費
が
鈍
化
し
、次
の
25
年
間
は
、

太
陽
と
風
力
を
中
心
と
し
た
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
天
然
ガ
ス
に「
勝
ち
組
」が

変
わ
る
と
の
見
方
を
示
し
た
。

　
再
生
エ
ネ
は
費
用
対
効
果
の
向
上
で
と

り
わ
け
発
電
部
門
で
浸
透
が
進
み
、「
か

な
り
の
成
功
物
語
が
見
ら
れ
た
」と
指

摘
。
中
国
を「
再
生
エ
ネ
の
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
」と
評
し
た
。
天
然
ガ
ス
で
は
、
米
国

や
豪
州
な
ど
か
ら
大
量
の
液
化
天
然
ガ
ス

（
Ｌ
Ｎ
Ｇ
）が
市
場
に
供
給
さ
れ
る
こ
と

で
、
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
革
命
に
続
く「
第
２

次
革
命
」が
起
き
る
可
能
性
に
触
れ
た
。

　
一
方
、
石
油
と
石
炭
は
、
需
要
は
増
え

る
も
の
の
、
そ
の
伸
び
は
鈍
化
す
る
と
の

見
通
し
を
示
し
た
。

　
朝
日
新
聞
社
Ｇ
Ｌ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
編
集
部村

山
　
祐
介

と
い
う
。
問
わ
れ
て
い
る
の
は
、
人
権
を

軽
視
し
て
人
を
こ
き
使
い
続
け
る
企
業
風

土
だ
と
指
摘
す
る
。

　
で
は
、
ど
う
す
べ
き
か
？
　
こ
れ
以
上

働
か
せ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
絶
対
的
規

制
を
法
律
で
定
め
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ

り
、
そ
の
た
め
に
有
効
な
の
が
、
勤
務
間

イ
ン
タ
ー
バ
ル
規
制
。
Ｅ
Ｕ
で
は
、
24
時

間
に
つ
き
最
低
連
続
11
時
間
の
休
息
時
間

を
義
務
化
し
て
い
て
、
夜
11
時
ま
で
残
業

し
た
場
合
は
、
翌
日
の
開
始
は
午
前
10
時

ま
で
免
除
さ
れ
る
。
政
府
は
企
業
の
自
主

的
な
導
入
を
推
奨
す
る
に
と
ど
ま
っ
て
い

る
が
、
義
務
化
こ
そ
が
必
要
と
氏
は
訴
え

る
。

　
過
労
自
殺
は
高
度
経
済
成
長
以
降
に
顕

在
化
し
た
と
見
ら
れ
が
ち
だ
が
、
実
は
既

に
昭
和
初
期
、
長
野
県
下
で
多
数
発
生
し

て
い
た
。
諏
訪
湖
周
辺
に
集
中
す
る
製
糸

工
場
で
働
く
若
い
女
性
た
ち
が
、
重
労
働

に
耐
え
切
れ
ず
投
身
自
殺
す
る
悲
劇
が
後

を
絶
た
ず
、
娘
た
ち
の
遺
体
で
諏
訪
湖
が

浅
く
な
っ
た
と
ま
で
、
当
時
言
わ
れ
た
と

い
う
。
ほ
と
り
に
は
今
も
無
縁
墓
地
が
残

っ
て
い
る
。

　「
労
働
現
場
の
苛
酷
な
状
況
は
、
実
は
、

戦
前
と
今
と
で
何
も
変
わ
っ
て
い
な
い
の

で
は
な
い
か
」。
川
人
氏
の
こ
の
深
刻
な

問
い
を
シ
リ
ー
ズ
を
通
し
て
考
え
て
い
き

た
い
。

企
画
委
員
　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
解
説
委
員
　
竹
田
　
忠

策
の
遅
滞
に
伴
う
代
償
の
大
き
さ
を
訴

え
、
強
く
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
。

　
協
定
は
、
産
業
革
命
前
か
ら
の
平
均
気

温
上
昇
を
２
度
未
満
に
抑
え
る
目
標
を
掲

げ
て
い
る
。
ビ
ロ
ル
氏
は
、
世
界
の
温
室

効
果
ガ
ス
排
出
量
の
３
分
の
２
を
占
め
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
部
門
に
そ
の
成
否
が
か
か
る

と
し
た
う
え
で
、
現
状
で
は
、
各
国
の
削

減
目
標
が
全
て
達
成
さ
れ
て
も「
ま
だ

２
・
７
度
上
昇
す
る
」と
指
摘
。「
道
筋

改
革
」を
考
え
る
シ
リ
ー
ズ
１
回
目
は
、

遺
族
の
弁
護
人
で
、
長
年
、
過
労
死
問
題

に
取
り
組
ん
で
い
る
川
人
博
弁
護
士
に
ご

登
壇
い
た
だ
い
た
。

　
際
限
の
な
い
長
時
間
労
働
と
、
上
司
に

よ
る
人
格
を
否
定
す
る
パ
ワ
ハ
ラ
が
今
回

の
過
労
自
殺
の
原
因
と
見
ら
れ
て
い
る
。

川
人
氏
に
よ
る
と
、
こ
れ
は
同
じ
電
通
で

１
９
９
１
年
、
や
は
り
当
時
24
歳
の
男
性

社
員
が
過
労
自
殺
し
た
時
と
同
じ
図
式
だ

会
見
で
、「
各
国

政
府
が
行
動
を

取
ら
な
け
れ

ば
、
私
た
ち
に

は
心
の
準
備
が

必
要
だ
。
世
界

は
今
と
全
く
違

う
様
相
に
な
る

だ
ろ
う
」と
述

べ
、温
暖
化
対

問
題
。
入
社
し

た
ば
か
り
で
、

未
来
は
こ
れ
か

ら
と
い
う
高
橋

ま
つ
り
さ
ん

（
当
時
24
歳
）

は
、
な
ぜ
、
過

労
自
殺
に
追
い

込
ま
れ
た
の

か
？
「
働
き
方
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６
月
の
Ｑ
Ｇ
Ｉ
Ｓ
入

門
に
続
い
て
、
位
置
情

報
を
地
図
や
写
真
に
重

ね
合
わ
せ
て
視
覚
化
す

る
シ
ス
テ
ム
、
Ｇ
Ｉ
Ｓ

に
つ
い
て
実
習
し
た
。

今
回
は
Ｅ
Ｓ
Ｒ
Ｉ
ジ
ャ

パ
ン
の
有
料
ソ
フ
ト

「A
rcGIS O

nline

」
を

使
い
、
記
者
ゼ
ミ
登
録

者
以
外
の
記
者
も
参
加

し
て
、
部
屋
い
っ
ぱ
い

に
長
机
が
並
ん
だ
。
数

人
ず
つ
の〝
島
〟に
分

か
れ
て
パ
ソ
コ
ン
を
の

ぞ
き
合
い
、
随
時
質
問
せ
ざ
る
を
得
な
い

い
つ
も
の
回
と
は
違
っ
て
、
う
れ
し
い
こ

と
に
内
容
が
理
解
で
き
た
回
だ
っ
た
。

　
初
め
に
Ｅ
Ｓ
Ｒ
Ｉ
ジ
ャ
パ
ン
の
藤
澤
秀

行
取
締
役
か
ら「
Ｇ
Ｉ
Ｓ
の
習
得
に
は
す

ご
く
時
間
が
か
か
る
。
大
学
で
２
年
間
勉

強
す
る
必
要
が
あ
り
、
１
つ
の
学
問
分
野

に
な
っ
て
い
る
」と
説
明
が
あ
り
、
ほ
っ

と
し
た
。
６
月
の
Ｑ
Ｇ
Ｉ
Ｓ
入
門
は
、
途

中
で
つ
ま
ず
く
と
つ
い
て
い
け
な
く
な

り
、
い
ろ
い
ろ
な
方
に
手
伝
っ
て
も
ら
っ

て
、
や
っ
と
課
題
が
完
成
し
た
か
ら
だ
。

結
果
を
地
図
に
重
ね
合
わ
せ
、
色
分
け
し

て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
公
開
す
る
ま
で
の

作
業
を
体
験
し
た
。
Ａ
ｒ
ｃ
Ｇ
Ｉ
Ｓ
の
ユ

ー
ザ
ー
で
、
選
挙
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
・

ジ
ャ
ッ
グ
ジ
ャ
パ
ン
の
宇
田
川
藍
取
締
役

を
講
師
に
、
ゆ
っ
く
り
確
実
に
作
業
が
進

む
。
有
料
ソ
フ
ト
だ
け
あ
っ
て
手
順
が
簡

単
で
、
素
人
で
も
画
面
写
真
が
た
く
さ
ん

入
っ
た
説
明
書
が
あ
れ
ば
な
ん
と
か
で
き

そ
う
だ
。
一
目
で
分
か
る
自
民
党
の
勢
力

図
が
時
間
内
に
完
成
し
た
。
エ
ン
ジ
ニ
ア

と
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
い
な
け
れ
ば
デ
ー
タ
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
は
無
理
だ
と
思
っ
て
い
た

が
、
記
者
だ
け
で
も
コ
ン
テ
ン
ツ
が
作
れ

そ
う
な
気
が
し
て
き
た
。

　
た
だ
し
、
基
に
な
る
デ
ー
タ
を
作
る
過

程
に
か
な
り
の
時
間
が
か
か
り
そ
う
だ
。

７
月
の
都
知
事
選
で
主
要
３
候
補
が
演
説

し
た
箇
所
を
ジ
ャ
ッ
グ
ジ
ャ
パ
ン
が
地
図

に
落
と
し
た
も
の
を
最
後
に
見
た
が
、
各

候
補
の
演
説
箇
所
が
ど
こ
か
に
都
合
よ
く

一
覧
表
示
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

ツ
イ
ッ
タ
ー
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
な
ど
か
ら
演
説
箇
所
の
公
開
情

報
を
全
て
洗
い
出
し
、
使
え
る
よ
う
に
す

る
ま
で
に
手
作
業
が
ず
い
ぶ
ん
必
要
だ
っ

た
と
い
う
。
便
利
な
ツ
ー
ル
で
表
現
す
る

に
足
る
デ
ー
タ
作
り
が
、
こ
れ
か
ら
の
記

者
の
仕
事
に
加
わ
る
の
だ
ろ
う
。

　
毎
日
新
聞
社
デ
ジ
タ
ル
報
道
セ
ン
タ
ー
副
部
長
　

 

中
村
美
奈
子

で
き
な
く
て
も
無
理
は
な
か

っ
た
の
だ
。

　
そ
の
後
の
実
習
で
は
、
７

月
の
参
院
選
の
政
党
別
選
挙

ArcGISの紹介

有料ソフトの威力実感
10・18（火）講師：藤澤秀行・ＥＳＲＩジャパン取締役、宇田川藍・ジャ
ッグジャパン取締役ほか／出席：30人＋ネット視聴３人

　
第
10
回
は「
Ｐ
ｙ
ｔ

ｈ
ｏ
ｎ
入
門（
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
の
基
礎
の
基

礎
）」。
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
と
い
え
ば
、
大
学
で

理
系
の
友
人
が
話
題
に

し
て
い
た
記
憶
し
か
な

い
。
文
系
の
自
分
と
は

無
縁
だ
な
、
と
い
う
の

が
正
直
な
印
象
で
あ
る
。

　
さ
て
、
講
義
で
は
講

師
の
指
示
に
従
い
、
パ

ソ
コ
ン
画
面
に
命
令
を

打
ち
込
ん
で
実
行
さ
せ

る
と
い
う
こ
と
を
繰
り

返
し
た
。「
１
＋
２
を
計
算
し
て
表
示
し

な
さ
い
」や「〝
Ｈ
ｅ
ｌ
ｌ
ｏ
〟と
い
う
単

語（
文
字
列
）を
表
示
し
な
さ
い
」と
い
っ

た
命
令
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
講
師
の
画
面
を

ま
ね
て
同
じ
よ
う
に
手
を
動
か
す
と
自
分

の
画
面
に「
３
」や「
Ｈ
ｅ
ｌ
ｌ
ｏ
」と
表

示
さ
れ
た
。

　
意
外
と
簡
単
じ
ゃ
な
い
か
、
と
思
っ
た

が
、
当
然
そ
ん
な
に
甘
い
わ
け
が
な
く
、

次
の
段
階
で
早
速
つ
ま
ず
い
た
。
講
師
が

用
意
し
た
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア「
整
数
足
し
算

電
卓
」を
実
行
さ
せ
る
と
エ
ラ
ー
が
発

生
、
正
常
に
動
く
よ
う
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

書
き
換
え
る
と
い
う
の
が
課
題
だ
っ
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
経
験
者
に
と
っ
て
は

「
な
ん
で
も
な
い
作
業
」と
の
こ
と
で
、

ボ
ー
ド
を
繰
り
返
し
た
た
い
た
が
、
画
面

に
は
延
々
と
エ
ラ
ー
の
文
字
が
並
ん
だ
。

　
講
師
の
解
説
を
聞
け
ば
、確
か
に「
な
ん

で
も
な
い
作
業
」だ
っ
た
。
自
力
で
答
え

が
出
な
か
っ
た
こ
と
に
悔
し
さ
は
あ
っ
た

が
、
そ
れ
よ
り
も
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
と
い

う
世
界
の
広
さ
を
感
じ
た
。
こ
の
日
、
筆

者
が
体
験
し
た
の
は
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の

基
礎
の
基
礎
だ
が
、
世
の
中
で
は
こ
の
日

の
講
義
で
見
聞
き
し
た
も
の
と
は
比
べ
も

の
に
な
ら
な
い
ほ
ど
複
雑
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
日
々
更
新
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
専
門
家
と
し
て
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
全

て
に
精
通
す
る
こ
と
は
難
し
い
し
、
そ
こ

を
め
ざ
す
の
も
現
実
的
で
は
な
い
。
し
か

し
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
成
方
法
や
環
境
な
ど

に
全
く
の
無
知
で
あ
る
こ
と
は
世
の
中
の

多
く
の
部
分（
そ
れ
は
Ｉ
Ｔ
化
の
進
む
現

代
社
会
で
は
極
め
て
重
要
な
役
目
を
果
た

し
て
い
る
部
分
）が「
見
え
な
く
な
る
」こ

と
を
意
味
す
る
。
そ
こ
を「
見
え
る
」よ

う
に
す
る
た
め
に
は
自
分
で
プ
ロ
グ
ラ
ム

の〝
言
葉
〟を
習
得
す
る
し
か
な
い
の
で

あ
ろ
う
。
腹
を
く
く
る
し
か
な
い
、
と
感

じ
た
。

　
読
売
新
聞
東
京
本
社
メ
デ
ィ
ア
局
営
業
部

 

木
口
　
祥
吾

Python入門

「見えないもの」が増える危機感
11・１（火）講師：松波功・中日新聞電子編集部／出席：15人＋ネット視
聴４人

確
か
に
周
囲
で
は
既
に
次
の

課
題
に
取
り
組
ん
で
い
る
姿

も
あ
る
。
筆
者
は
画
面
を
に

ら
み
、
頭
を
ひ
ね
り
、
キ
ー
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ア
メ
リ
カ
大
統
領
選
　
ワ
シ
ン
ト
ン�

近
野

　宏
明（
日
本
テ
レ
ビ
）

「
常
識
破
り
が
前
例
と
な
っ
た
」

　
　
ト
ラ
ン
プ
氏
の
勝
利

　
き
ょ
う
は
11
月
28
日
。
今
年
４
月
号
の

ク
ラ
ブ
会
報
に
掲
載
さ
れ
た
拙
文
を
読
み

返
し
な
が
ら
、
今
回
の
米
大
統
領
選
を
振

り
返
っ
て
い
る
。
タ
イ
ト
ル
は「
常
識
破

り
が
前
例
と
な
る
の
か
」。
結
び
は「
戦

い
が
終
わ
っ
た
時
、
ト
ラ
ン
プ
旋
風
と
い

う
現
象
が『
常
識
』破
り
の
新
た
な『
前

例
』と
な
る
こ
と
だ
け
は
、
間
違
い
な
さ

そ
う
だ
」と
あ
る
。
当
然
、
そ
の
時
点
で

は
今
、
世
界
が
直
視
し
て
い
る
現
実
を
誰

も
予
期
し
て
い
な
い
。
私
に
至
っ
て
は
、

投
票
日
の
深
夜
、
開
票
が
進
む
ま
で
夢
に

も
思
わ
な
か
っ
た
結
末
だ
。

　
11
月
８
日
＝
投
票
日
の
朝
、
ク
リ
ン
ト

ン
、
ト
ラ
ン
プ
両
候
補
の
支
持
率
や
獲
得

が
予
想
さ
れ
る
選
挙
人
の
数
な
ど
、
各
種

の
調
査
の
最
新
情
報
を
チ
ェ
ッ
ク
し
た
。

軒
並
み
、
ク
リ
ン
ト
ン
氏
の
優
勢
を
示
す

「
常
識
」的
な
デ
ー
タ
を
見
て
、正
直
、今
夜

自
分
は
、
米
史
上
初
の
女
性
大
統
領
が
誕

生
す
る
歴
史
の
１
ペ
ー
ジ
を
目
の
当
た
り

に
す
る
も
の
だ
、
と
思
い
込
ん
で
い
た
。

　
投
票
が
終
わ
り
、
日
本
時
間
の
午
前
中

か
ら
ず
っ
と
、
あ
ら
ゆ
る
報
道
・
情
報
番

組
は
も
ち
ろ
ん
、
特
別
番
組
で
も
そ
の
前

提
の
も
と
リ
ポ
ー
ト
し
た
。
し
か
し
、
午

後
帯
に
入
る
と
、
ど
う
も
異
な
る
空
気
が

漂
っ
て
き
た
。
午
後
２
時
か
ら
の
情
報
番

組「
ミ
ヤ
ネ
屋
」で
読
売
テ
レ
ビ
の
春
川

正
明
解
説
委
員
長
と
並
ん
で
情
勢
と
背
景

を
リ
ポ
ー
ト
し
つ
つ
、
こ
の
ま
ま
で
は
予

期
せ
ぬ
結
果
が
生
じ
る
可
能
性
も
あ
る
と

予
期
。
い
っ
た
ん
マ
イ
ク
を
切
り
、
画
面

の
フ
レ
ー
ム
か
ら
下
に
外
れ
て
…
逃
げ
場

の
な
い
数
十
セ
ン
チ
四
方
の
狭
す
ぎ
る
ス

ペ
ー
ス
ゆ
え
、べ
っ
た
り
と
座
り
込
ん
で
、

機
材
や
ケ
ー
ブ
ル
に
ま
み
れ
な
が
ら
、
パ

ソ
コ
ン
を
膝
に
ト
ラ
ン
プ
氏
優
勢
の
状
況

に
基
づ
く
解
説
を
書
き
始
め
た
。

ク
リ
ン
ト
ン
陣
営
会
場
で 

ト
ラ
ン
プ
優
勢
を
オ
ン
エ
ア

　
す
る
と
、
春
川
委
員
長
が
、
こ
の
シ
ー

ン
を
生
放
送
の
カ
メ
ラ
に
映
し
て
も
い
い

か
と
尋
ね
て
き
た
。
ク
リ
ン
ト
ン
陣
営
の

勝
利
集
会
の
会
場
で
、
ク
リ
ン
ト
ン
氏
の

勝
利
を
確
信
し
て
い
た
私
が「
ト
ラ
ン
プ

優
勢
」の
原
稿
を
書
き
始
め
て
い
る
、
こ

の
状
況
こ
そ
が
、
全
て
を
象
徴
し
て
い
る

と
い
う
。
大
統
領
選
を
２
年
以
上
取
材
し

て
き
た
記
者
が
、
こ
の
局
面
で
追
い
込
ま

れ
て
い
る
姿
は
格
好
の
良
い
も
の
で
は
な

い
が
、
確
か
に
そ
れ
こ
そ
が
、
こ
の「
常

識
」破
り
の
選
挙
の
今
を
象
徴
す
る
シ
ー

ン
だ
。

　
一
も
二
も
な
く
首
肯
す
る
と
、
次
の
生

中
継
に
乗
る
や
、
春
川
委
員
長
は
カ
メ
ラ

を
下
に
振
る
よ
う
指
示
、
キ
ー
ボ
ー
ド
を

た
た
く
私
の
姿
が
フ
レ
ー
ム
の
中
に
入
っ

て
生
放
送
さ
れ
た
。「
前
例
」の
な
い
オ

ン
エ
ア
だ
が
、
結
果
と
し
て
は
、
異
端
の

泡
沫
候
補
の
は
ず
だ
っ
た
人
物
が
次
期
大

統
領
に
な
る
と
い
う「
潮
目
」を
可
視
化

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

印
象
深
か
っ
た 

〝
よ
ろ
い
〟脱
い
だ
ヒ
ラ
リ
ー

　
結
果
が
出
て
か
ら
３
週
間
。
ト
ラ
ン
プ

氏
は
自
ら
の
政
権
人
事
を
進
め
て
い
る
。

と
同
時
に
、
一
部
の
政
策
に
つ
い
て
は
軌

道
修
正
の
可
能
性
も
に
お
わ
せ
つ
つ
あ

る
。選
挙
期
間
中
、い
つ
か
そ
う
な
る
と
言

わ
れ
続
け
て
い
た「
常
識
」へ
の
接
近
な

の
か
は
、ま
だ
明
確
に
判
断
は
で
き
な
い
。

　
他
方
、
人
事
は
と
い
う
と
、
過
激
な
思

考
の
持
ち
主
、
物
議
を
醸
し
て
き
た
人
物

を
安
全
保
障
政
策
の
枢
要
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン

に
置
い
て
、「
ト
ラ
ン
プ
色
」を
し
っ
か
り

維
持
し
て
い
る
。
こ
の
過
激
さ
が
ど
こ
ま

で
貫
か
れ
る
の
か
は
ま
だ
わ
か
ら
な
い
。

　
選
挙
期
間
中
、
主
に
ク
リ
ン
ト
ン
氏
を

取
材
し
て
き
た
私
の
印
象
に
残
っ
た
の

は
、
戦
い
を
終
え
て
敗
北
宣
言
を
す
る
彼

女
の
姿
だ
。
肩
の
荷
が
下
り
た
よ
う
な
、

幾
分
ほ
っ
と
し
た
よ
う
な
様
子
、
力
の
程

よ
く
抜
け
た
率
直
な
話
し
ぶ
り
。

　
公
の
場
で
は
ヒ
ラ
リ
ー
・
ク
リ
ン
ト
ン

と
い
う〝
よ
ろ
い
〟を
着
続
け
て
き
た
か

の
よ
う
な
彼
女
が
、
も
っ
と
も
っ
と
早
い

段
階
で
こ
の
姿
を
見
せ
て
い
た
ら
、
有
権

者
の
ヒ
ラ
リ
ー
観
は
変
わ
っ
て
い
た
の
で

は
な
い
か
と
す
ら
思
え
た
。
そ
の
日
ま
で

王
道
の
選
挙
戦
術
と
い
う「
前
例
」に
忠

実
だ
っ
た
ク
リ
ン
ト
ン
氏
が
敗
れ
た
こ
と

も
ま
た
、今
回
の
選
挙
を
象
徴
し
て
い
た
。

こ
ん
の
・
ひ
ろ
あ
き
▼
１
９
９
５
年
入
社
　「
Ｎ

Ｅ
Ｗ
Ｓ
リ
ア
ル
タ
イ
ム
」キ
ャ
ス
タ
ー
　
政
治
部

を
経
て
　
２
０
１
３
年
か
ら
こ
の
11
月
ま
で
ワ

シ
ン
ト
ン
支
局
長

呆然―ごく狭い中継ポジションに座って原稿を
打つ筆者（日本テレビ提供）

一線記者の取材リポート� ワーキングプレ ス
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ト
ラ
ン
プ
氏
勝
利
　
東
京
官
邸�

野
原

　大
輔（
毎
日
新
聞
社
）

会
談「
成
功
」は
思
惑
が
一
致

　
　
本
音
見
え
ぬ
新
リ
ー
ダ
ー
に
手
探
り
続
く

　
安
倍
晋
三
首
相
と
ト
ラ
ン
プ
次
期
米
大

統
領
と
の
11
月
17
日
の
会
談
は
、
演
出
が

か
っ
て
い
た
。
首
相
は
会
談
後
、
記
者
団

に
対
し「
ト
ラ
ン
プ
氏
は
信
頼
で
き
る
指

導
者
だ
」と
振
り
返
り
、
ト
ラ
ン
プ
氏
も

呼
応
す
る
よ
う
に「
す
ば
ら
し
い
友
人
関

係
が
始
ま
っ
た
」と
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
に

書
き
込
ん
だ
。
一
緒
に
載
せ
た
首
相
と
の

ツ
ー
シ
ョ
ッ
ト
写
真
で
は
満
面
の
笑
み
を

浮
か
べ
て
い
る
。

　
異
例
ず
く
め
の
会
談
だ
っ
た
。
首
相
が

就
任
前
の
大
統
領
に
会
う
こ
と
も
異
例
な

う
え
、
時
間
は
１
時
間
半
に
及
ん
だ
。
さ

ら
に
ト
ラ
ン
プ
氏
は
主
要
国
首
脳
と
初
の

会
談
で
あ
り
、
事
実
上
の
外
交
ス
タ
ー
ト

を
飾
る
も
の
だ
。

　
し
か
し
、
冒
頭
取
材
は
お
ろ
か
、
会
場

の
ト
ラ
ン
プ
タ
ワ
ー
の
入
り
口
に
も
近
づ

け
ず
、
会
談
の
中
身
は
一
切
公
表
さ
れ
な

か
っ
た
。
場
所
が
ト
ラ
ン
プ
氏
の
個
人
宅

で
あ
り
、「
首
脳
会
談
の
よ
う
に
な
っ
て

は
い
け
な
い
」（
官
邸
幹
部
）と
い
う
オ
バ

マ
大
統
領
に
配
慮
し
た
側
面
は
あ
る
に
せ

よ
、
ト
ラ
ン
プ
氏
は
現
在
、
世
界
で
最
も

注
目
さ
れ
る
人
物
だ
。
対
応
に
違
和
感
を

覚
え
る
一
方
で
、
ゴ
ル
フ
用
品
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
合
っ
た
と
い
う
情
報
は
伝
わ
る
な

ど
、
両
氏
の
友
好
ぶ
り
だ
け
が
前
面
に
出

た
会
談
だ
っ
た
。

大
統
領
選
開
票
日 

浮
足
立
っ
た
永
田
町
と
霞
が
関

　
ト
ラ
ン
プ
政
権
が
誕
生
す
れ
ば
日
米
同

盟
と
環
太
平
洋
経
済
連
携
協
定（
Ｔ
Ｐ

Ｐ
）へ
の
懸
念
が
大
き
く
膨
ら
ん
で
し
ま

う
―
―
。
官
邸
は
大
統
領
選
の
当
日
、
浮

足
立
っ
て
い
た
。
首
相
は
開
票
速
報
を
見

守
り
な
が
ら「
予
想
外
に
競
っ
て
い
る
」

と
漏
ら
し
、
秘
書
官
ら
も
テ
レ
ビ
に
食
い

入
っ
た
。
開
票
が
進
む
に
つ
れ
、
各
省
庁

の
幹
部
は「
ト
ラ
ン
プ
に
な
っ
た
ら
予
測

が
つ
か
な
い
」（
防
衛
省
幹
部
）な
ど
と
頭

を
抱
え
た
。「
ヒ
ラ
リ
ー
に
間
違
い
な
い
」

と
報
告
し
て
い
た
外
務
省
局
長
は
真
っ
青

に
な
っ
て
い
た
と
い
う
。

　
そ
ん
な
中
で
、
10
日
の
電
話
協
議
に
続

き
17
日
の
早
期
会
談
は
、
ト
ラ
ン
プ
氏
の

日
米
同
盟
重
視
の
姿
勢
を
印
象
づ
け
る
こ

と
が
で
き「
大
金
星
」と
い
え
る
。
ト
ラ

ン
プ
陣
営
へ
の
接
触
は
今
年
に
入
っ
て
か

ら
だ
っ
た
と
言
い
、「
最
初
は
何
も
関
係

が
な
く
て
、
じ
ゅ
う
た
ん
爆
撃
み
た
い
に

し
て
引
っ
か
か
っ
た
と
い
う
感
じ
だ
っ

た
」（
外
務
省
幹
部
）と
言
う
。

　
た
だ
、
過
激
な
発
言
を
繰
り
返
し
、
同

盟
国
に
米
軍
の
駐
留
費
の
さ
ら
な
る
負
担

を
求
め
て
き
た
ト
ラ
ン
プ
氏
側
の
計
算
も

見
え
隠
れ
す
る
。
同
盟
の
代
表
格
で
あ
る

日
本
の
首
相
と
の
会
談
の
成
功
は
、
指
導

者
と
し
て
の
資
質
に
対
す
る
疑
念
を
拭
い

去
る
こ
と
に
加
え
、
他
の
同
盟
国
に
も
安

心
感
を
与
え
る
。
会
談
の「
成
功
」
は
、

日
米
の
思
惑
が
一
致
し
た
か
ら
だ
ろ
う
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ「
攻
め
た
」首
相 

し
か
し
直
後
に
…

　
こ
れ
に
対
し
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
首
相
が
自
ら

「
攻
め
た
」と
い
え
る
。
17
日
の
会
談
直

後
は
ア
ジ
ア
太
平
洋
経
済
協
力
会
議（
Ａ

Ｐ
Ｅ
Ｃ
）首
脳
会
議
が
控
え
て
い
た
。
い

や
応
な
く
首
相
の
注
目
度
は
上
が
り
、
外

交
上
の「
チ
ャ
ン
ス
」で
も
あ
っ
た
。

　
首
相
は
外
遊
直
前
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

の
タ
ー
ン
ブ
ル
首
相
と
電
話
協
議
。
Ａ
Ｐ

Ｅ
Ｃ
に
合
わ
せ
ペ
ル
ー
、
カ
ナ
ダ
、
ニ
ュ

ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
ベ
ト
ナ
ム
と
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参

加
国
の
首
脳
と
立
て
続
け
に
会
い
、
早
期

発
効
の
重
要
性
を
確
認
し
た
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
首

脳
会
合
で
は「
各
国
が
発
効
に
向
け
た
国

内
手
続
き
を
進
め
る
」こ
と
で
一
致
。

　
外
遊
を
締
め
く
く
る
21
日
の
内
外
記
者

会
見
で
は「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
米
国
抜
き
は
考
え

ら
れ
な
い
」と
強
調
し
た
。「
日
本
主
導

で
Ｔ
Ｐ
Ｐ
反
対
の
ト
ラ
ン
プ
氏
を
翻
意
さ

せ
る
」。
首
相
の
頭
の
中
に
は
こ
ん
な
戦

略
が
浮
か
ん
で
い
た
は
ず
だ
。

　
し
か
し
、
皮
肉
な
こ
と
に
記
者
会
見
の

直
後
、「
ト
ラ
ン
プ
氏
が
就
任
初
日
に
離

脱
を
参
加
国
に
通
知
す
る
と
表
明
し
た
」

と
の
ニ
ュ
ー
ス
が
駆
け
巡
っ
た
。
タ
イ
ミ

ン
グ
の
悪
さ
に「
本
当
に
ト
ラ
ン
プ
氏
と

信
頼
関
係
を
築
け
る
の
か
」と
の
疑
問
も

出
始
め
て
い
る
。

　
ト
ラ
ン
プ
氏
の
本
音
は
何
な
の
か
。
当

面
は
ト
ラ
ン
プ
氏
の
出
方
に
お
び
え
な
が

ら
手
探
り
の
状
態
が
続
き
そ
う
だ
。

の
は
ら
・
だ
い
す
け
▼
１
９
９
９
年
入
社
　
政

治
部
　
経
済
部
な
ど
を
経
て
２
０
１
５
年
再
び

政
治
部
　
今
年
９
月
か
ら
官
邸
サ
ブ
キ
ャ
ッ
プ

トランプ次期大統領との会談を終え、記者団の質問に
答える安倍首相（11月17日／ニューヨーク／共同通信社提供）

ワ ーキングプレス� 一線記者の取材リポート
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韓
国
　
国
政
介
入
事
件�

加
藤

　達
也（
産
経
新
聞
社
）

「
降
霊
術
師
」も
預
言
で
き
な
かっ
た
？

　
　
朴
槿
恵
大
統
領
の
迷
走

　
韓
国
の
朴パ

ク

槿ク

恵ネ

大
統
領
が
危
機
に
陥
っ

て
い
る
。
清
廉
な
イ
メ
ー
ジ
を
売
り
に
し

て
い
た
朴
氏
が〝
シ
ャ
ー
マ
ン（
降
霊
術

師
）〟と
も
指
摘
さ
れ
る
親
友
の
崔チ

ェ

順ス
ン

実シ
ル

被

告
と
濃
密
な
関
係
を
結
び
、
国
政
に
介
入

さ
せ
た
う
え
、
見
返
り
に
莫
大
な
利
権
を

与
え
て
い
た
と
み
な
さ
れ
て
い
る
の
だ
。

　
朴
氏
が「
憲
政
史
上
初
の
容
疑
者
大
統

領
」（
韓
国
メ
デ
ィ
ア
）と
な
っ
た
事
態
は
、

約
40
年
も
前
か
ら
の
人
脈
を
下
敷
き
に
起

き
た〝
古
く
て
新
し
い
問
題
〟だ
。

　
筆
者
は
２
０
１
４
年
10
月
、
記
事
で
朴

氏
の
名
誉
を
傷
つ
け
た
と
し
て
起
訴
さ
れ

た
。
こ
の
と
き
朴
氏
側
が
問
題
視
し
た
の

は
、
産
経
新
聞
ウ
ェ
ブ
版（
14
年
８
月
３

日
付
）に
掲
載
し
た
コ
ラ
ム
だ
っ
た
。
朴

大
統
領
は
セ
ウ
ォ
ル
号
沈
没
事
故
当
日
、

７
時
間
に
わ
た
っ
て
所
在
不
明
に
な
り
、

そ
の
間
、
あ
る
男
性
と
共
に
い
た
と
い
う

ウ
ワ
サ
が
あ
る
と
伝
え
た
。
そ
の
男
性
の

当
時
の
妻
こ
そ
、
崔
被
告
そ
の
も
の
だ
っ

た
の
だ
。

　
公
判
で
無
罪
と
な
っ
た
も
の
の
、
特
派

員
を
執
筆
記
事
を
も
っ
て
捜
査
、
起
訴
す

る
と
い
う
強
硬
対
応
に
つ
い
て
は
、
当
時

か
ら「
な
ぜ
？
」と
い
う
疑
問
が
つ
き
ま

と
っ
た
。

　
今
回
の
国
政
介
入
事
件
で
朴
氏
を
め
ぐ

る
秘
せ
ら
れ
た
人
脈
が
明
ら
か
に
な
っ
た

が
、
筆
者
は「
な
る
ほ
ど
、
や
っ
ぱ
り
そ

こ
で
し
た
か
」と
、
よ
う
や
く
当
時
の
強

硬
対
応
も
平

ひ
ょ
う

仄そ
く

が
合
う
思
い
が
し
た
。

　
も
ち
ろ
ん
、
い
ま
韓
国
を
揺
る
が
せ
て

い
る〝
大
統
領
の
犯
罪
〟に
つ
い
て「
あ
な

た
は
当
時
、
ど
こ
ま
で
知
っ
て
い
た
の

か
？
」と
問
わ
れ
れ
ば
、
正
直
に「
ま
っ

た
く
知
ら
な
か
っ
た
」と
答
え
ざ
る
を
得

な
い
。
そ
の
点
、
新
聞
記
者
と
し
て
不
明

を
恥
じ
て
い
る
。
現
職
大
統
領
を
め
ぐ
る

闇
が
こ
れ
ほ
ど
深
い
と
は
、
想
像
の
は
る

か
上
を
行
く
出
来
事
だ
っ
た
。

違
和
感
残
っ
た
取
り
調
べ 

疑
惑
の
構
図
か
す
め
て
い
た
の
か

　
た
だ
、
筆
者
は
ソ
ウ
ル
中
央
地
検
の
取

り
調
べ
の
際
の
追
及
ポ
イ
ン
ト
が
ず
っ
と

引
っ
か
か
っ
て
い
た
。

　
検
事
は
問
題
と
さ
れ
た
コ
ラ
ム
で
筆
者

が
、崔
被
告
の
実
父
・
崔チ

ェ

太テ

敏ミ
ン

氏（
故
人
）

と
、
当
時
の
夫
・
鄭チ

ョ
ンユ
ン
フ
ェ
氏
に
つ
い

て
実
名
を
挙
げ
、
朴
大
統
領
と「
親
密
」

で
あ
る
と
断
定
し
た
の
は
な
ぜ
か
？
　
情

報
源
は
誰
か
？
　「
共
犯
」
は
い
な
い

か
？
　
と
執
拗
に
尋
ね
て
き
た
。
筆
者
は

「
こ
れ
が
、
朴
大
統
領
が
抱
え
る
最
大
の

急
所
か
」と
感
じ
た
の
だ
が
、
検
察
の
捜

査
、
取
り
調
べ
自
体
が「
こ
の
人
々
に
今

後
触
れ
る
こ
と
は
一
切
ま
か
り
な
ら
ん
」

と
内
外
メ
デ
ィ
ア
を
萎
縮
さ
せ
る
効
果
も

あ
っ
た
の
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
る
。

　
崔
太
敏
氏
は
、
１
９
７
４
年
に
母
親
の

陸ユ
ク

英ヨ
ン

修ス

氏
を
暗
殺
さ
れ
た
朴
氏
に
翌
75

年
、
慰
め
の
手
紙
を
送
り
、
朴
正
熙
、
槿

恵
親
子
に
取
り
入
っ
た
。

　
鄭
ユ
ン
フ
ェ
氏
は
98
年
か
ら
朴
氏
の

「
秘
書
」を
名
乗
り
、
朴
氏
の「
秘
線
」と

し
て
知
ら
れ
る
存
在
と
な
っ
た
。
崔
被
告

に
つ
い
て
コ
ラ
ム
で
筆
者
は
、
鄭
氏
と
離

婚
し
た
女
性
と
し
て
触
れ
た
。
こ
れ
が
今

回
の
疑
惑
の
構
図
の
一
部
を
か
す
め
る
格

好
と
な
っ
た
。

　
韓
国
で
の
国
政
介
入
事
件
追
及
の
流
れ

の
中
で
は
、
当
時
の
大
統
領
府
高
官（
今

年
８
月
死
去
）に
よ
る
内
部
検
討
結
果
と

み
ら
れ
る
メ
モ
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
筆

者
を
出
国
禁
止
と
し
た
８
月
７
日
に
は

「（
産
経
を
）懲
ら
し
め
て
や
る
」「
追
跡
し

処
断
す
る
よ
う
情
報
収
集
、
警
察
、
国
家

情
報
院
の
チ
ー
ム
を
構
成
す
る
よ
う
に
」

と
あ
り
、
産
経
新
聞
と
筆
者
を
狙
い
、
朴

政
権
が
国
家
ぐ
る
み
の
報
復
を
指
示
し
て

い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　
朴
氏
は
任
期
満
了
前
の
辞
任
を
表
明
し

た
が
、
検
察
の
聴
取
を
拒
否
し
て
い
る
。

親
朴
槿
恵
系
の
世
論
が
再
集
結
す
る
ま
で

時
間
を
稼
ぐ
構
え
だ
。一
方
、セ
ウ
ォ
ル
号

沈
没
当
日
の
朴
氏
の
所
在
を
め
ぐ
る「
空

白
の
７
時
間
」に
も
あ
ら
た
め
て
関
心
が

集
ま
る
。
検
察
、
国
会
、
メ
デ
ィ
ア
が
駆

け
引
き
を
激
化
さ
せ
る
な
か
、
朴
氏
を
め

ぐ
る
韓
国
の
動
向
か
ら
目
が
離
せ
な
い
。

か
と
う
・
た
つ
や
▼
１
９
９
１
年
入
社
　
夕
刊

フ
ジ
　
社
会
部
　
ソ
ウ
ル
支
局
長
な
ど
を
経

て
　
２
０
１
４
年
10
月
か
ら
社
会
部
編
集
委
員

一線記者の取材リポート� ワーキングプレ ス

韓国大統領府で大使への信任状を授与する朴槿恵大統領（左）
（11月18日／韓国大統領府提供）
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姫島村長選に立候補した藤本昭夫氏（右）
と藤本敏和氏（大分合同新聞社提供）

大 分発 地元メディアの視点から

　
瀬
戸
内
海
最
西
部
に
浮
か
ぶ
周
囲
17
キ

ロ
の
小
さ
な
島
の
村
長
選
が
11
月
、
全
国

ニ
ュ
ー
ス
に
な
っ
た
。

　
大
分
県
の
一
島
一
村
で
人
口
２
千
人
弱

の
姫ひ

め

島し
ま

村
。
１
９
５
７
年
か
ら
16
回
続
い

た
無
投
票
が
途
絶
え
、
55
年
以
来
61
年
ぶ

り
の
選
挙
戦
と
な
っ
た
か
ら
だ
。
総
務
省

な
ど
に
首
長
選
の
無
投
票
期
間
に
関
す
る

記
録
は
な
か
っ
た
が
、
こ
こ
ま
で
長
期
の

無
投
票
は
全
国
で
も
前
例
が
な
い
と
み
ら

れ
る
。

　
結
果
は
現
職
で
８
期
目
の
藤
本
昭
夫
氏

（
73
）が
新
人
で
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
職
員
の
藤
本
敏

和
氏（
67
）＝
い
ず
れ
も
無
所
属
＝
を
破

っ
て
９
選
し
た
。
２
人
は
親
戚
関
係
で
は

な
い
。
当
日
有
権
者
数
は
１
９
４
６
人
。

投
票
率
は
88
・
13
％
で
、
１
１
９
９
票
対

５
１
２
票
の
大
差
だ
っ
た
。
投
票
率
は
高

く
見
え
る
が
、
同
村
で
は
珍
し
く
な
い
。

村
民
は
島
出
身
で
自
民
党
副
総
裁
を
務
め

た
故
・
西
村
英
一
氏
を
国
政
に
押
し
上
げ

て
お
り
、「
投
票
に
行
く
の
は
当
た
り
前
」

と
の
意
識
が
今
も
生
き
て
い
る
か
ら
だ
。

■「
島
を
二
分
」１
９
５
５
年
の
苦
い
経
験

　
16
回
の
無
投
票
の
う
ち
、
15
回
は
昭
夫

氏
と
父
の
故
・
熊
雄
氏
の
親
子
リ
レ
ー
で

記
録
。
長
期
の
無
投
票
と
多
選
の
要
因
に

は
、
55
年
の
選
挙
で
島
が
二
分
さ
れ
た
苦

い
経
験
と
熊
雄
氏
の
存
在
が
あ
る
と
さ
れ

て
き
た
。

　
55
年
選
挙
は
投
票
率
97
・
81
％
だ
っ
た
。

一
騎
打
ち
と
な
り
、１
０
５
票
差
で
決
着
。

人
間
関
係
の
し
こ
り
が
残
り
、
投
票
回
避

の
風
潮
に
つ
な
が
っ
た
と
い
う
。

　
そ
の
後
、
西
村
英
一
氏
と
二
人
三
脚
で

島
の
礎
を
築
い
た
の
が
熊
雄
氏
だ
っ
た
。

第
三
セ
ク
タ
ー
の
ク
ル
マ
エ
ビ
養
殖
会
社

の
設
立
、
全
国
的
に
も
珍
し
い
行
政
ワ
ー

ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
導
入
と
い
っ
た
業
績

を
残
し
た
。
現
職
も
流
れ
を
継
承
し
、
村

民
か
ら
一
定
の
評
価
を
得
て
き
た
。

　
村
議
会（
定
数
８
）の
協
調
姿
勢
も
指

摘
で
き
る
。
質
疑
も
一
般
質
問
も
な
く
、

執
行
部
提
案
を
原
案
通
り
可
決
し
て
１
日

で
閉
会
す
る
の
が
通
常
。
現
職
で
あ
る
昭

夫
氏
の
任
期
満
了
の
た
び
、
総
意
で
再
出

馬
を
要
請
す
る
の
も
慣
例
だ
。
政
治
的
緊

張
関
係
が
な
い
こ
と
を
背
景
に
、
昭
夫
氏

自
身
も「
多
選
は
信
任
の
積
み
重
ね
。選
挙

は
小
さ
な
島
を
割
る
」と
多
選
・
無
投
票

批
判
に
否
定
的
な
見
方
を
示
し
て
き
た
。

■
選
挙
戦
は
民
主
主
義
の
ル
ー
ル

　
一
方
、
新
人
の
藤
本
敏
和
氏
は
進
学
で

島
を
離
れ
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
番
組
づ
く
り
な
ど

に
携
わ
っ
て
き
た
。
２
年
前
に
Ｕ
タ
ー
ン

後
、
村
職
員
ら
か
ら
不
満
を
聞
い
た
り
、

村
教
育
委
員
と
し
て
現
職
の
政
治
に
触
れ

る
な
ど
し
て「
村
長
の
力
が
大
き
す
ぎ

る
。
職
員
や
村
民
の
意
見
が
届
い
て
い
な

い
」と
感
じ
た
と
い
う
。
数
人
の
支
持
者

を
得
て
告
示
２
週
間
前
、
多
選
批
判
を
前

面
に
打
ち
出
し
て
出
馬
を
表
明
し
た
。

　
届
け
出
ま
で
に
は
村
議
会
議
長
ら
村
内

の
有
力
者
が「
２
年
後
に
副
村
長
に
就

き
、
４
年
後
に
無
投
票
で
現
職
と
交
代
し

て
は
」な
ど
と
複
数
回
、
辞
退
を
働
き
掛

け
た
も
の
の
、「
選
挙
戦
は
民
主
主
義
の

ル
ー
ル
。
不
和
を
も
た
ら
す
も
の
で
は
全

く
な
く
、
島
を
よ
り
よ
く
す
る
た
め
の
も

の
」な
ど
と
し
て
拒
否
。
あ
く
ま
で
選
挙

戦
で
の
首
長
交
代
を
目
標
に
し
て
い
た
。

　
61
年
ぶ
り
の
選
挙
戦
は
出
身
者
な
が
ら

島
の
論
理
に
染
ま
っ
て
い
な
い〝
よ
そ
者
〟

の
帰
省
で
実
現
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

喝
采
を
送
る
人
が
い
た
半
面
、「
新
人
は

ま
だ
島
を
わ
か
っ
て
い
な
い
」と
の
声
も

多
く
聞
か
れ
た
。

■
懸
念
さ
れ
た「
し
こ
り
」は
？

　
選
挙
後
、
現
職
は「
小
さ
な
自
治
体
で

の
選
挙
戦
は
よ
く
な
い
と
の
意
を
強
く
し

た
。
住
民
の
分
断
を
生
む
か
ら
だ
。
今
後

も
村
長
選
は
無
投
票
の
形
に
も
っ
て
い
き

た
い
」と
語
り
、
陣
営
関
係
者
か
ら
も「
意

義
は
な
か
っ
た
」と
の
声
が
相
次
い
だ
。

　
一
方
、
新
人
陣
営
は「
選
挙
戦
が
起
こ

り
得
る
と
示
さ
れ
た
こ
と
で
、
現
職
の
気

も
引
き
締
ま
る
は
ず
」と
話
す
。
村
民
の

評
価
は
さ
ま
ざ
ま
だ
。
島
に
と
っ
て
今
回

の
選
挙
が
ど
ん
な
意
味
を
持
つ
の
か
、
わ

か
る
の
は
こ
れ
か
ら
だ
ろ
う
。
選
挙
前
に

懸
念
さ
れ
た「
し
こ
り
」も
今
の
と
こ
ろ
、

表
面
に
は
出
て
い
な
い
。

な
か
た
に
・
ゆ
う
ひ
と
▼
２
０
１
０
年
入
社
　

本
社
運
動
部
を
経
て
　
13
年
か
ら
地
域
報
道

部
国
東
支
局
長

中谷　悠人
（大分合同新聞社）

新・列島報告❺　大分県姫島村

賛否両論の村長選
61年ぶり 村民の評価は
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と
続
く
。
死
者
は
出
て
い
な
い
。

　
倉
吉
市
と
北
栄
、
湯
梨
浜
、
三み

朝さ
さ

、
琴

浦
の
４
町
か
ら
な
る
県
中
部
を
中
心
に
、

地
域
経
済
を
支
え
る
観
光
業
と
農
業
に
も

大
き
な
影
響
が
出
た
。
三
朝
温
泉
な
ど
宿

泊
施
設
の
予
約
キ
ャ
ン
セ
ル
は
延
べ
２
万

８
９
６
７
泊
分
、
農
林
水
産
関
係
の
被
害

は
ナ
シ
の
落
下
な
ど
で
13
億
４
０
０
万
円

に
上
っ
た（
と
も
に
同
15
日
現
在
）。

■
降
雪
シ
ー
ズ
ン
に
屋
根
被
害
の
対
応
進
ま
ず

　
最
大
で
３
千
人
い
た
避
難
者
は
18
人

（
同
20
日
現
在
）に
減
っ
た
。
た
だ
、
被
災

者
の
生
活
再
建
は
道
半
ば
。
大
き
な
課
題

は
被
災
住
宅
の
修
繕
で
、
多
く
は
損
壊
し

た
屋
根
な
ど
を
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
で
応
急
処

置
し
た
だ
け
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　
一
因
は
当
初
、
被
災
市
町
の
職
員
が
不

足
し
、
生
活
再
建
支
援
金
の
受
給
な
ど
に

必
要
な
罹
災
証
明
書
の
交
付
手
続
き
が
申

請
に
追
い
つ
か
な
か
っ
た
こ
と
に
あ
る
。

19
府
県
な
ど
か
ら
延
べ
２
５
０
人
の
職
員

派
遣
を
受
け
、
こ
こ
に
き
て
認
定
の
１
次

調
査
が
終
了
。
過
去
の
地
震
で
交
付
の
遅

れ
が
復
興
の
妨
げ
に
な
っ
た
経
験
が
生
か

さ
れ
た
。
県
は
住
宅
再
建
に
支
援
金
を
出

す
独
自
制
度
に
つ
い
て
、
一
部
損
壊
の
住

宅
に
対
象
を
広
げ
る
措
置
も
取
っ
た
。

　
し
か
し
、
別
の
問
題
が
横
た
わ
る
。
左

官
な
ど
、
瓦
を
ふ
く
職
人
が
不
足
し
、
一

部
損
壊
の
多
く
を
占
め
る
屋
根
被
害
へ
の

か
つ
べ
・
ひ
ろ
ぶ
み
▼
２
０
０
７
年
入
社
　
報

道
部
　
経
済
部
な
ど
を
経
て
　
２
０
１
６
年
か

ら
地
域
報
道
部

被災地通信�　鳥取県倉吉市

住宅被害1万3000棟超え
職人不足で進まぬ修繕
勝部　浩文（山陰中央新報社）

　
鳥
取
県
中
部
で
最
大
震
度
６
弱
の
揺
れ

を
観
測
し
た
地
震
か
ら
、
11
月
21
日
で
１

カ
月
を
迎
え
た
。
県
に
よ
る
と
、
住
宅
被

害（
11
月
20
日
現
在
）は
１
万
３
３
３
５

棟
。
被
災
し
た
家
屋
の
ほ
と
ん
ど
は
修
繕

や
建
て
替
え
が
進
ん
で
お
ら
ず
、
生
活
再

建
の
道
の
り
は
依
然
と
し
て
険
し
い
。

　
県
内
の
被
害
状
況
は
、
住
宅
関
係
が
全

壊
15
棟
▽
半
壊
１
０
８
棟
▽
一
部
損
壊
１

万
３
２
１
２
棟
。
一
部
損
壊
は
２
０
０
０

年
に
発
生
し
た
鳥
取
県
西
部
地
震（
最
大

震
度
６
強
）の
１
万
４
１
３
４
棟
に
迫
る
。

地
域
別
で
は
、
人
口
約
４
万
８
千
人
と
県

中
部
で
最
も
多
い
倉
吉
市
が
９
２
０
５
棟

と
大
半
を
占
め
、
北ほ

く

栄え
い

町ち
ょ
うが

１
５
８
８
棟

対
応
が
進
ま
な
い
。
県
中
部
の
職
人
は
高

齢
化
な
ど
で
ピ
ー
ク
時
の
半
分
に
減
り
、

現
在
は
40
人
ほ
ど
。
ど
の
工
務
店
も
修
繕

は
施
工
ま
で
２
、
３
年
待
ち
と
い
う
。
被

災
者
は
大
き
な
不
安
を
抱
え
た
ま
ま
、
降

雪
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。

■
地
震
で
露
呈
し
た
空
き
家
の
現
状
と
課
題

　
空
き
家
問
題
の
深
刻
さ
も
あ
ら
た
め
て

痛
感
し
た
。
北
栄
町
で
は
地
震
発
生
か
ら

６
日
後
、
道
路
沿
い
の
空
き
家
が
道
路
に

せ
り
出
す
よ
う
に
倒
壊
。地
震
で
半
壊
し
、

町
が
県
外
に
住
む
所
有
者
と
解
体
に
向
け

て
調
整
を
始
め
た
さ
な
か
だ
っ
た
。結
局
、

町
が
行
政
代
執
行
で
撤
去
し
た
が
、
約
２

週
間
、
通
行
止
め
と
な
り
、
周
辺
の
復
旧

作
業
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
。

　
倉
吉
市
の
場
合
、
空
き
家
率
は
13
年
調

査
で
14
・
８
％
。
特
に
古
い
街
並
み
の
市

中
心
部
で
は
、
片
付
け
が
手
つ
か
ず
の
空

き
家
が
点
在
し
、
ま
ち
の
空
洞
化
を
物
語

っ
た
。
損
壊
し
た
空
き
家
が
放
置
さ
れ
れ

ば
、急
速
に
朽
ち
果
て
る
危
険
性
が
あ
る
。

被
災
市
町
は
所
有
者
の
所
在
把
握
に
努
め

て
い
る
が
、
連
絡
が
取
れ
な
い
ケ
ー
ス
が

多
い
。
被
災
地
以
外
の
自
治
体
も
平
時
か

ら
、
空
き
家
対
策
に
本
腰
を
入
れ
て
お
く

べ
き
だ
。

　
人
口
減
少
と
高
齢
化
が
進
み
、
経
済
も

疲
弊
し
た
地
方
の
震
災
復
興
は
容
易
で
は

な
い
。
地
震
を
き
っ
か
け
に
、
他
自
治
体

へ
の
転
出
や
、
自
営
業
の
廃
業
を
口
に
す

る
被
災
者
も
少
な
く
な
い
。

　
地
震
発
生
か
ら
５
日
後
、
一
部
の
報
道

機
関
の
倉
吉
市
内
の
避
難
所
取
材
に
つ
い

て
、
避
難
者
の
心
情
へ
の
配
慮
を
欠
く
ケ

ー
ス
が
あ
っ
た
と
し
て
、
市
に
苦
情
が
寄

せ
ら
れ
た
。
被
災
地
の
現
状
を
伝
え
る
使

命
は
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ

れ
は「
被
災
者
本
位
」で
あ
る
こ
と
が
大

前
提
だ
。
あ
ら
た
め
て
、
被
災
者
と
し
っ

か
り
向
き
合
う
こ
と
の
大
切
さ
と
難
し
さ

を
肝
に
銘
じ
、
少
し
で
も
被
災
者
の
力
や

希
望
と
な
る
記
事
を
提
供
し
た
い
と
い
う

思
い
を
強
く
し
て
い
る
。

地震から６日後に全壊して１階部分がつぶれ、道路を
ふさいだ空き家（鳥取県北栄町／山陰中央新報社提供）

鳥取地震から１カ月 被災地はい ま
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■
日
本
の
死
に
至
る
病
　
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

の
罪
と
罰

倉
重
　
篤
郎
（
毎
日
新
聞
社
専
門
編
集
委
員
）

■
Ｅ
Ｕ
は
危
機
を
超
え
ら
れ
る
か
―
統
合

と
分
裂
の
相
克
―（
岡
部
直
明
編
著
）

岡
部
　
直
明
（
日
本
経
済
新
聞
出
身
）

■
孤
立
す
る
韓
国
、「
核
武
装
」
に
走
る

鈴
置
　
高
史
（
日
本
経
済
新
聞
社
編
集
委
員
）

■
中
国
共
産
党
　
闇
の
中
の
決
戦中澤

　
克
二

（
日
本
経
済
新
聞
社
編
集
委
員
兼
論
説
委
員
）

■
日
本
人
な
ら
知
っ
て
お
き
た
い
２
０
２
０

教
育
改
革
の
キ
モ（
フ
ジ
テ
レ
ビ「
ホ
ウ
ド

ウ
キ
ョ
ク
」
編
）

鈴
木
　
款
（
フ
ジ
テ
レ
ビ
シ
ニ
ア
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
）

■
女
性
記
者
が
見
る
基
地
・
沖
縄

島
　
洋
子
（
琉
球
新
報
社
政
治
部
長
）

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
怪
し
さ
を
撃
つ
　
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
っ
て
、
そ
ん
な
に
大
し
た
経
済

政
策
な
の
だ
ろ
う
か
。
と
い
う
素
朴
な
疑

問
か
ら
、
そ
れ
を
批
判
的
に
ウ
オ
ッ
チ
し

て
い
る
10
人
を
選
び
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し

た
も
の
を
ま
と
め
ま
し
た
。
聞
け
ば
聞
く

ほ
ど
に
怪
し
い
政
策
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

そ
も
そ
も「
三
本
の
矢
」が
怪
し
い
。
実

は
異
次
元
緩
和
と
い
う
一
本
足
打
法
で
あ

る
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
成
長
至
上
主
義
、
次

世
代
過
度
依
存
、
リ
ス
ク
過
小
評
価
も
怪

し
く
感
じ
ま
し
た
。
当
ク
ラ
ブ
で
の
会
見

も
参
考
に
さ
せ

て
も
ら
い
ま
し

た
。
多
謝
。

韓
国
も
核
武
装
を
着
々
と
準
備
　
北
朝
鮮

の
核
・
ミ
サ
イ
ル
開
発
が
注
目
を
浴
び
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
韓
国
も
負
け
て
い
ま

せ
ん
。
い
つ
で
も
核
武
装
宣
言
で
き
る
よ

う
、
核
ミ
サ
イ
ル
搭
載
可
能
な
大
型
潜
水

艦
を
２
０
２
０
年
に
実
戦
配
備
し
ま
す
。

水
中
発
射
型
ミ
サ
イ
ル
も
開
発
中
で
す
。

核
弾
頭
も
韓
国
な
ら
２
年
も
あ
れ
ば
実
用

化
で
き
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
目
的
は

も
ち
ろ
ん
北
の
核
に
対
抗
す
る
こ
と
。「
離

米
従
中
」で
米
韓
関
係
が
悪
化
し
、
米
国

の
核
の
傘
を
期
待
し
に
く
く
な
っ
た
結
果

で
も
あ
り
ま
す
。
韓
国
外
交
を
リ
ア
ル
タ

イ
ム
で
分
析
す

る
、
こ
の
シ
リ

ー
ズ
の
９
冊
目

で
す
。

教
育
問
題
を
20
人
の
論
客
が
熱
く
語
る
　

フ
ジ
テ
レ
ビ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ニ
ュ
ー

ス
チ
ャ
ン
ネ
ル「
ホ
ウ
ド
ウ
キ
ョ
ク
」で
、

現
代
の
教
育
問
題
に
切
り
込
む
ト
ー
ク
番

組『
教
育
の
キ
モ
』（
司
会
：
シ
ニ
ア
コ
メ

ン
テ
ー
タ
ー
・
鈴
木
款
＋
女
子
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
）。
２
０
２
０
年
度
か
ら
始
ま
る
教

育
改
革
や
Ｉ
Ｔ
教
育
の
最
前
線
、
い
じ
め

や
貧
困
に
よ
る
学
力
格
差
問
題
、
東
京
オ

リ
パ
ラ
に
向
け
た
障
が
い
者
教
育
や
ス
ポ

ー
ツ
の
学
び
方
ま
で
、
20
人
の
論
客
が
番

組
内
で
語
り
つ
く
し
た
内
容
が
１
冊
の
本

に
。
教
育
は
国

家
百
年
の
計
。

親
な
ら
ず
と
も

必
携
の
著
。

沖
縄
の
２
つ
の
神
話
を
問
う
　
在
日
米
軍

専
用
施
設
の
74
％
が
集
中
す
る
沖
縄
。
東

京
で
多
く
の
人
が
言
う
、
米
軍
基
地
を
沖

縄
に
置
き
続
け
る
２
つ
の
理
由
は「
基
地

経
済
」と「
抑
止
力
」だ
。「
沖
縄
は
基
地

河出書房新社
１７２８円

日経ＢＰ社
１５１２円

扶桑社
１７２８円

マ
イ
B
O
O
K�

マ
イ
P
R

会 員の著書

で
食
っ
て
い
る
」「
米
軍
普
天
間
飛
行
場
は

抑
止
力
維
持
の
た
め
に
沖
縄
県
内
に
移
設

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」。
こ
の
２
つ
の

論
が「
神
話
で
し
か
な
い
」こ
と
を
デ
ー

タ
や
米
側
の
論
調
も
含
め
紹
介
し
た
。
基

地
の
街
で
生
ま
れ
育
っ
た
私
が
、
新
聞
記

者
と
し
て
見
つ

め
て
き
た
沖
縄

を
知
っ
て
ほ
し

い
。

高文研
１４０４円

激
し
い
権
力
を
め
ぐ
る
闘
い
の
裏
舞
台
　

中
国
共
産
党
ト
ッ
プ
に
就
い
て
か
ら
既
に

４
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
る
習
近
平

氏
。
権
力
の
早
期
掌
握
に
向
け
て
苛
烈
な

「
反
腐
敗
」運
動
を
推
し
進
め
、
政
敵
を

次
々
に
倒
し
、
牢
の
中
に
送
り
込
ん
で
き

た
。
だ
が
今
、
そ
の
手
法
が
大
き
な
壁
に

突
き
当
た
っ
て
い
る
。
不
穏
な
動
き
を
見

せ
る
中
国
の
体
制
内
で
何
が
起
き
て
い
る

の
か
。
習
氏
の
任
期
切
れ
は
一
般
的
に
は

２
０
２
２
年
。
安
倍
晋
三
首
相
が
自
民
党

総
裁
任
期
の
延
長
に
動
い
た
よ
う
に
、
習

氏
も
ま
た
そ
れ
を
め
ざ
す
の
か
。
闇
の
中

で
動
く
闘
い
の

実
相
を
探
っ

た
。

日本経済新聞出版社
１７２８円

た
ゆ
た
え
ど
も
沈
ま
ぬ
Ｅ
Ｕ
を
冷
静
に
分

析
　
英
国
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
決
定
、
反
Ｅ
Ｕ
勢

力
の
拡
大
、
難
民
受
け
入
れ
を
め
ぐ
る
亀

裂
な
ど
で
Ｅ
Ｕ
が
最
大
の
危
機
に
直
面
す

る
な
か
で
、
第
一
線
の
研
究
者
を
結
集
し

て
Ｅ
Ｕ
の
行
方
を
総
合
的
に
分
析
し
た
。

Ｅ
Ｕ
崩
壊
、
ユ
ー
ロ
解
体
と
い
っ
た
行
き

過
ぎ
た
悲
観
論
に
陥
る
こ
と
な
く
、
Ｅ
Ｕ

の
実
態
を
冷
静
に
分
析
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル

ア
ク
タ
ー
と
し
て
の
Ｅ
Ｕ
の
存
在
意
義
を

提
示
し
て
い
る
。
巨
像
で
あ
る
Ｅ
Ｕ
を
多

面
的
に
分
析
で
き
た
の
は
明
治
大
学
国
際

総
合
研
究
所
・

Ｅ
Ｕ
研
究
会
で

の
研
究
の
成
果

で
あ
る
。

ＮＴＴ出版
２５９２円
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いとう・ちひろ
1949年山口県生まれ　74年朝
日新聞入社　サンパウロ　バル
セロナ　ロサンゼルスの各支局
長を歴任　２０１４年退社　現
在　国際問題のフリージャーナ
リスト　ＮＧＯ「コスタリカ平和
の会」共同代表
　主著に『燃える中南米』『反米
大陸』『一人の声が世界を変えた』
『キューバ―超大国を屈服させた
ラテンの魂！』『観光コースでな
いベトナム』『今こそ問われる市
民意識』『地球を活かす―市民が
創る自然エネルギー』『闘う新聞
―ハンギョレの12年』など

書いた話　書かなかった 話

　
も
う
四
半
世
紀
を
過
ぎ
た
が
、
市
街
戦

の
銃
撃
音
、
街
を
走
る
戦
車
の
轟
音
を
鮮

明
に
覚
え
て
い
る
。
１
９
８
９
年
12
月
の

東
欧
ル
ー
マ
ニ
ア
。
チ
ャ
ウ
シ
ェ
ス
ク
政

権
が
崩
壊
し
た
と
い
う
ラ
ジ
オ
の
ニ
ュ
ー

ス
を
聞
い
た
の
は
、
朝
日
新
聞「
Ａ
Ｅ
Ｒ

Ａ
」の
記
者
と
し
て
取
材
中
の
チ
ェ
コ

だ
。す
ぐ
に
国
際
列
車
に
乗
り
９
時
間
後
、

ル
ー
マ
ニ
ア
国
境
に
到
着
し
た
。

　
ハ
ン
ガ
リ
ー
か
ら
ル
ー
マ
ニ
ア
に
入
国

す
る
と
き
は
身
構
え
た
。
国
境
が
閉
鎖
さ

れ
、
列
車
で
入
国
す
る
外
国
人
は
強
制
的

に
降
ろ
さ
れ
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
を
聞
い

た
ば
か
り
だ
。
し
か
も
観
光
ビ
ザ
は
用
意

し
た
が
、
報
道
ビ
ザ
は
な
い
。
パ
ス
ポ
ー

ト
や
カ
メ
ラ
、
大
量
の
フ
ィ
ル
ム
を
見
れ

ば
報
道
関
係
で
あ
る
こ
と
は
一
目
瞭
然

だ
。こ
こ
は
方
便
で
乗
り
切
る
し
か
な
い
。

　
係
官
に「
旅
行
会
社
の
社
員
で
観
光
が

て
ら
撮
影
す
る
旅
だ
」と
偽
る
と「
社
長

か
」と
聞
か
れ
た
。
平
社
員
と
い
え
ば
拒

否
さ
れ
る
雰
囲
気
だ
。
か
と
い
っ
て
社
長

と
い
う
年
で
も
な
い
。「
副
社
長
だ
」と

答
え
た
ら
ス
タ
ン
プ
を
押
し
て
く
れ
た
。

　
国
境
を
越
え
た
の
は
午
前
１
時
だ
。
と

た
ん
に
暖
房
が
切
れ
た
。
明
け
方
、
寒
さ

で
目
を
覚
ま
す
と
窓
の
外
は
真
っ
白
な
凍

土
だ
。
駅
の
ホ
ー
ム
に
は
兵
士
が
立
ち
、

自
動
小
銃
を
水
平
に
構
え
て
引
き
金
に
指

を
か
け
て
い
る
。
だ
が
、
別
の
駅
で
は
向

か
い
の
列
車
の
窓
か
ら
若
者
が
私
に
向
け

て
Ｖ
サ
イ
ン
を
突
き
出
し「
自
由
ル
ー
マ

ニ
ア
、
永
遠
な
れ
」と
声
を
上
げ
た
。

◆「
一
番
激
し
い
所
へ
」 

　
銃
撃
戦
の
中
へ
飛
び
出
す

　
首
都
に
着
い
た
の
は
出
発
か
ら
21
時
間

半
後
の
正
午
前
だ
。
ホ
ー
ム
に
は
紙
が
散

乱
し
て
い
た
。
ち
ぎ
ら
れ
た『
チ
ャ
ウ
シ

ェ
ス
ク
演
説
集
』だ
。
中
年
の
男
が
開
い

た
本
を
靴
で
踏
み
つ
け
引
き
裂
い
た
。
チ

ャ
ウ
シ
ェ
ス
ク
の
肖
像
画
も
裂
か
れ
て
、

く
ず
か
ご
に
転
が
っ
て
い
る
。

　
あ
ち
こ
ち
に
人
の
輪
が
で
き
て
議
論
し

て
い
る
。
私
は
学
生
時
代
に
ル
ー
マ
ニ
ア

語
の
ゼ
ミ
を
と
っ
て
通
訳
を
し
た
こ
と
も

あ
る
。
輪
に
入
っ
て
会
話
を
聞
い
て
い
る

と
、
内
戦
と
い
う
言
葉
を
耳
に
し
た
。
驚

い
て
聞
く
と「
知
ら
な
い
の
か
」と
問
わ

れ
た
。
駅
の
外
に
出
る
と
、
革
命
派
と
独

裁
派
が
市
街
戦
を
展
開
し
て
い
た
。

　
タ
ン
、
タ
ン
と
い
う
小
銃
の
音
、
激
し

い
機
関
銃
、
鈍
い
迫
撃
砲
の
発
射
音
も
響

く
。
大
変
な
事
態
に
遭
遇
し
た
こ
と
を
悟

っ
た
。
車
を
探
す
と
、
駅
前
に
車
を
停
め

て
い
た
大
学
の
教
授
が
提
供
し
て
く
れ

た
。
ど
こ
に
行
き
た
い
か
問
わ
れ「
銃
撃

戦
が
一
番
激
し
い
所
へ
」と
答
え
た
。

　
５
分
も
せ
ず
に
目
の
前
の
横
道
か
ら
戦

車
が
２
両
出
て
き
た
。
銃
座
の
兵
士
は
革

命
派
の
印
の
三
色
旗
の
腕
章
を
し
て
い

る
。
私
に
気
づ
く
と
、
Ｖ
サ
イ
ン
し
た
。

話
を
聞
こ
う
と
車
を
降
り
て
走
る
と
、
そ

ば
の
ビ
ル
の
窓
か
ら
銃
撃
さ
れ
た
。
独
裁

派
の
兵
士
だ
。
足
元
を
銃
弾
が
跳
ね
る
。

車
の
陰
に
滑
り
込
ん
だ
。
戦
車
が
ビ
ル
に

発
砲
し
、
目
の
前
で
戦
闘
が
始
ま
っ
た
。

　
中
南
米
で
内
戦
の
最
前
線
は
何
度
も
経

験
し
た
が
、
市
街
戦
は
初
め
て
だ
。
石
造

り
の
建
物
に
跳
ね
た
銃
弾
が
四
方
八
方
か

ら
飛
ん
で
く
る
。
そ
ん
な
危
険
な
街
路
に

群
衆
が
い
て
、
殺
気
立
っ
た
顔
で
私
の
車

を
止
め「
ト
ラ
ン
ク
を
開
け
ろ
」と
叫
ん

だ
。
独
裁
派
の
兵
士
に
銃
弾
を
運
ぶ
車
を

検
問
し
て
い
る
と
言
う
。
革
命
の
た
め
市

民
が
自
発
的
に
奮
い
立
っ
た
の
だ
。

　
大
通
り
の
向
こ
う
で
独
裁
派
の
兵
士
が

市
民
を
銃
撃
し
て
い
た
。
行
け
ば
30
行
ほ

ど
の
原
稿
に
な
り
そ
う
だ
。
だ
が
、
通
り

の
両
側
で
撃
ち
合
っ
て
お
り
、
銃
弾
が
飛

戦
場
か
ら
メ
リ
ー
ク
リ
ス
マ
ス

　
―
チ
ャ
ウ
シ
ェ
ス
ク
政
権
崩
壊
―

�

伊
藤

　千
尋



21 ⃝日本記者クラブ会報　2016.12.10　No.562

書 いた話　書かなかった話

び
交
う
。
弾
に
当
た
っ
て
死
ぬ
か
と
思
う

と
一
歩
が
踏
み
出
せ
な
い
。
頭
は
向
こ
う

に
行
き
た
い
が
、
足
は
す
く
ん
だ
。

　
そ
の
と
き
だ
。
傍
ら
に
い
た
ル
ー
マ
ニ

ア
人
の
若
者
が「
ブ
シ
ド
ー
」と
叫
ん
だ
。

街
を
走
り
回
る
私
に「
こ
の
革
命
が
世
界

に
知
ら
れ
る
よ
う
手
伝
い
た
い
」と
助
手

に
な
っ
て
く
れ
た
予
備
校
生
だ
。
黒
澤
映

画
で
武
士
道
を
知
っ
た
と
い
う
。
こ
う
言

わ
れ
る
と
日
本
の
男
と
し
て
た
め
ら
っ
て

い
ら
れ
な
い
。
運
を
天
に
任
せ
て
走
り
出

し
た
。耳
元
で
ヒ
ュ
ン
ヒ
ュ
ン
音
が
し
た
。

　
泊
ま
っ
た
ホ
テ
ル
の
壁
は
銃
痕
だ
ら

け
、
レ
ス
ト
ラ
ン
は
砲
撃
で
黒
焦
げ
だ
。

国
際
電
話
は
通
じ
な
い
。
テ
レ
ッ
ク
ス
で

原
稿
を
送
ろ
う
と
し
た
が
、
配
列
が
フ
ラ

ン
ス
語
形
式
で
文
字
を
一
つ
一
つ
探
す
の

が
も
ど
か
し
い
。
キ
ー
を
た
た
く
う
ち
に

窓
の
外
か
ら
機
関
銃
の
銃
撃
を
受
け
た
。

　
頭
の
上
の
窓
ガ
ラ
ス
が
飛
び
散
る
。
逃

げ
よ
う
と
す
る
係
の
女
性
に「
こ
れ
を
東

京
に
送
っ
て
か
ら
逃
げ
て
く
れ
」と
叫

ぶ
。
腹
を
据
え
、
原
稿
の
あ
と
に「
戦
場

か
ら
メ
リ
ー
ク
リ
ス
マ
ス
。
ま
さ
か
の
時

は
妻
子
を
頼
む
」と
行
政
電
を
加
え
た
。

　
午
前
４
時
に
枕
元
の
電
話
が
鳴
っ
た
。

日
本
大
使
館
か
ら
だ
。「
独
裁
派
が
勢
い

を
盛
り
返
し
て
外
国
人
は
皆
殺
し
に
さ
れ

る
情
勢
と
な
っ
た
。
大
使
館
員
と
邦
人
は

国
外
に
退
去
す
る
。
あ
な
た
も
大
使
館
に

来
て
く
れ
」と
言
う
。
私
は
せ
っ
か
く
入

っ
た
の
だ
か
ら
留
ま
る
と
言
っ
た
。

　
そ
の
館
員
は
説
得
の
た
め
に
わ
ざ
わ
ざ

ホ
テ
ル
に
来
て
く
れ
た
。
情
報
の
出
所
は

ア
メ
リ
カ
大
使
館
だ
と
い
う
。
つ
ま
り
確

度
が
高
い
。
米
海
兵
隊
が
先
導
し
て
米
国

と
日
本
の
車
列
を
作
り
、
全
速
力
で
隣
の

ブ
ル
ガ
リ
ア
に
走
る
と
い
う
。
海
兵
隊
が

逃
げ
る
と
聞
い
て
戦
慄
し
た
。

　
そ
の
と
き
、
私
の
１
日
後
に
入
国
し
た

若
い
放
送
局
記
者
が「
こ
ん
な
所
で
死
に

た
く
な
い
。
私
は
逃
げ
ま
す
」と
言
っ
た
。

ズ
ム
魂
と
い
う
き
れ
い
ご
と
で
は
な
い
。

自
分
は
何
者
か
、
と
い
う
自
身
へ
の
問
い

だ
。
こ
こ
で
逃
げ
た
ら
命
は
助
か
っ
て
も

今
後
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
胸
を
張

っ
て
生
き
て
は
い
け
な
い
と
思
っ
た
。
死

よ
り
も
、そ
の
方
が
怖
か
っ
た
。「
僕
は
残

り
ま
す
」と
い
う
言
葉
が
口
を
つ
い
た
。

　
し
か
し
、
一
人
に
な
る
と
心
底
怖
く
な

っ
た
。
こ
れ
で
私
も
死
ぬ
か
も
し
れ
な
い

と
本
気
で
思
っ
た
。
左
足
が
膝
元
か
ら
ガ

ク
ガ
ク
震
え
た
。
両
手
で
押
さ
え
て
も
長

い
間
、
止
ま
ら
な
か
っ
た
。

　
翌
日
、
ホ
テ
ル
の
ロ
ビ
ー
に
置
か
れ
た

テ
レ
ビ
は
一
日
中
、チ
ャ
ウ
シ
ェ
ス
ク
が
簡

易
裁
判
で
銃
殺
さ
れ
た
映
像
を
流
し
た
。

国
際
世
論
は
独
裁
者
に
正
式
な
裁
判
を
す

べ
き
だ
と
言
っ
た
が
、
そ
ん
な
悠
長
な
情

勢
で
は
な
か
っ
た
。
独
裁
者
を
処
刑
し
た

か
ら
独
裁
派
は
守
る
も
の
を
失
っ
て
瓦
解

し
た
の
だ
。
処
刑
が
な
か
っ
た
ら
多
く
の

市
民
の
命
が
失
わ
れ
た
だ
ろ
う
。
私
を
含

め
て
。
現
実
の
混
乱
の
中
に
い
る
と
、
現

場
を
知
ら
な
い
論
評
が
し
ら
じ
ら
し
い
。

◆
独
裁
化
し
た
背
景
探
る 

　
同
じ
こ
と
は
今
の
世
も
？

　
革
命
が
勝
利
に
終
わ
っ
た
あ
と
、
疑
問

に
思
っ
て
い
た
こ
と
を
聞
い
て
回
っ
た
。

か
つ
て
米
中
接
近
の
橋
渡
し
を
す
る
な
ど

開
明
派
と
言
わ
れ
た
チ
ャ
ウ
シ
ェ
ス
ク
が

な
ぜ
独
裁
者
に
な
っ
た
の
か
、
だ
。

　
き
っ
か
け
は「
プ
ラ
ハ
の
春
」の
チ
ェ

コ
に
ソ
連
が
侵
攻
し
た
こ
と
だ
っ
た
。
チ

ャ
ウ
シ
ェ
ス
ク
は
、
チ
ェ
コ
の
次
は
ル
ー

マ
ニ
ア
が
標
的
に
な
る
と
警
戒
し
た
。
宮

廷
革
命
を
起
こ
さ
せ
な
い
た
め
ソ
連
派
の

幹
部
を
切
っ
た
。
周
囲
に
は
イ
エ
ス
マ
ン

し
か
残
ら
な
く
な
り
、
チ
ャ
ウ
シ
ェ
ス
ク

の
言
動
全
て
が
称
賛
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
急
速
に
独
裁
化
し
た
と
い
う
。

　
よ
か
れ
と
思
っ
て
し
た
た
め
に
独
裁
化

を
招
き
、
結
局
は
わ
が
身
も
国
も
滅
ぼ
し

て
し
ま
う
。
今
も
あ
り
そ
う
だ
。
隣
の
中

国
で
は
腐
敗
を
た
だ
す
大
義
の
下
に
権
力

を
集
中
し
た
結
果
、
為
政
者
は
独
裁
へ
の

道
を
た
ど
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
わ

が
国
の
リ
ー
ダ
ー
は
大
義
さ
え
な
く
、
自

ら
党
総
裁
の
３
選
を
決
め
た
。

　「
ブ
シ
ド
ー
」と
叫
ん
だ
ク
リ
ス
チ
ャ

ン
君
に
身
の
上
を
聞
く
と
、
彼
は「
そ
う

い
え
ば
僕
は
病
人
だ
っ
た
」と
笑
い
出
し

た
。
大
病
院
で
精
密
検
査
す
る
た
め
に
地

方
か
ら
出
て
き
た
の
だ
っ
た
。
彼
に
謝
礼

の
金
を
渡
そ
う
と
し
た
が
受
け
取
ら
な

い
。
腕
時
計
を
は
ず
し
て
記
念
に
し
て
も

ら
っ
た
。
今
も
持
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

　
こ
の
稿
を
書
く
に
あ
た
っ
て
行
政
電
が

伝
わ
っ
た
の
か
、
27
年
目
に
し
て
初
め
て

妻
に
聞
い
た
。
社
は
ち
ゃ
ん
と
伝
え
て
く

れ
て
い
た
。「
戦
場
か
ら
メ
リ
ー
ク
リ
ス

マ
ス
と
い
う
文
面
を
聞
い
て
、
生
き
て
帰

る
と
確
信
し
た
」と
妻
は
言
っ
た
。

市街戦の街に繰り出した戦車と焼け
焦げた建物（１９８９年１2月／筆者撮影）

私
の
脳
は
反
発
し
た
。「
こ
ん

な
所
」と
い
う
が
、
こ
こ
は
世

界
が
注
目
す
る
地
で
今
は
歴
史

の
転
換
点
だ
。
記
者
と
し
て
一

生
に
一
度
遭
遇
す
る
か
ど
う
か

の
機
会
で
あ
る
。

　
残
る
か
逃
げ
る
か
を
即
座
に

決
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況

に
さ
ら
さ
れ
た
。
そ
の
と
き
頭

に
浮
か
ん
だ
の
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
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リレーエッセ ー

戦
後
体
験
か
ら
自
社
連
立
へ

　村
山
政
権
を
支
え
た
野
坂
浩
賢
氏

川
上

　高
志（
共
同
通
信
社
）

権
か
ら
羽
田
政
権
ま
で
、
連
立
へ
の
参
加

か
ら
離
脱
へ
と
揺
れ
続
け
た
社
会
党
の
中

で
、
村
山
氏
を
委
員
長
に
押
し
上
げ
、
自

民
党
と
水
面
下
の
接
触
を
続
け
、
社
会
党

内
の
羽
田
連
立
復
帰
派
を
退
け
て
自
社
さ

政
権
を
ま
と
め
上
げ
た
。

　
野
坂
氏
は
政
局
の
節
目
に「
ど
う
し
た

ら
え
え
で
す
か
ね
え
」と
丁
寧
に
尋
ね
て

き
た
。
若
輩
の
意
見
な
ど
参
考
に
も
し
て

い
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
こ
ち
ら
の
反
応
を

確
か
め
て
い
た
だ
け
だ
と
思
う
。
自
ら
は

腰
を
低
く
し
て
村
山
政
権
を
支
え
る
姿
勢

に
徹
し
て
い
た
。

　
そ
の
野
坂
氏
か
ら
鮮
明
な
印
象
を
受
け

た
の
が
自
民
党
を
離
党
し
当
時
、
新
生
党

代
表
幹
事
だ
っ
た
小
沢
一
郎
氏
へ
の
拒
絶

感
だ
。「
わ
し
ら
と
は
時
代
が
違
う
。
一

方
的
で
話
も
で
き
ん
」と
語
っ
た
。

　
そ
の
一
方
で
、
同
世
代
の
自
民
党
議
員

に
は
親
近
感
を
隠
さ
な
か
っ
た
。
例
え
ば

野
中
広
務
元
官
房
長
官
。
野
坂
氏
か
ら
若

い
時
代
の
思
い
出
話
を
聞
き
、
野
中
氏
と

付
き
合
っ
て
思
い
至
る
。
共
通
す
る
の
は

敗
戦
直
後
の
青
年
団
活
動
で
あ
る
。
野
坂

氏
は
敗
戦
の
１
年
前
に
陸
軍
に
入
り
、
戦

後
は
地
元
・
鳥
取
で
青
年
団
活
動
に
携
わ

り
、
政
治
の
道
へ
進
む
。
野
中
氏
も
敗
戦

で
京
都
に
帰
り
、
青
年
団
活
動
か
ら
ス
タ

ー
ト
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
言
え
ば
竹
下
登
元
首
相
は
島
根

で
青
年
団
活
動
に
、
村
山
氏
は
大
分
で
漁

村
青
年
運
動
に
携
わ
っ
て
い
る
。
野
坂
、

竹
下
、
村
山
の
３
氏
は
１
９
２
４
年
、
野

中
氏
は
１
年
後
の
生
ま
れ
だ
。
後
に
社
会

党
と
自
民
党
に
分
か
れ
る
が
、
戦
後
の
復

興
に
若
き
志
を
抱
き
、
地
元
活
動
に
情
熱

を
注
い
だ
体
験
を
共
有
し
て
い
た
。

　
社
会
党
の
中
間
派
に
属
し
た
野
坂
氏
か

ら
理
論
を
聞
か
さ
れ
た
記
憶
は
な
い
。
あ

く
ま
で
も
地
域
活
動
に
根
差
す
現
実
政
治

家
だ
っ
た
。
そ
の
根
底
に
は
戦
後
再
出
発

の
礎
と
な
っ
た
現
憲
法
へ
の
強
い
思
い

が
あ
っ
た
と
み
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
小
沢
氏
は
当
時
、
自

衛
隊
の
海
外
派
遣
な
ど
を
巡
り
憲
法
体

系
の
変
革
に
挑
ん
で
い
た
。
小
沢
氏
へ

の
拒
絶
感
は
憲
法
を
巡
る
思
い
入
れ
か

ら
来
る
も
の
で
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　
野
坂
氏
が
繰
り
返
し
た
の
が「
戦
後

の
積
み
残
し
の
課
題
を
や
ら
ん
と
い
か

ん
」と
い
う
言
葉
だ
。
村
山
政
権
は
戦

後
50
年
の
首
相
談
話
や
被
爆
者
援
護
法

制
定
、
水
俣
病
未
認
定
患
者
救
済
な
ど

の
実
績
を
残
し
た
。
そ
の
一
方
で
自
衛

隊
合
憲
や
日
米
安
保
堅
持
な
ど
社
会
党

の
基
本
政
策
を
転
換
し
、
党
衰
退
へ
の

道
を
開
い
た
と
も
言
え
る
。

　
冷
戦
終
焉
と
い
う
転
換
期
に
村
山
政

権
は
旧
世
代
が
放
っ
た
最
後
の
煌き

ら

め
き

だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
考
え
れ

ば「
55
年
体
制
」を
超
え
て
手
を
結
ん

だ
自
社
両
党
の
連
立
は
、
必
然
の
産
物

で
あ
り
、
同
時
に
限
界
を
内
に
抱
え
て

い
た
。
時
代
の
変
わ
り
目
の
厳
し
い
現

実
を
、
野
坂
氏
は
身
を
持
っ
て
教
え
て

く
れ
た
存
在
だ
っ
た
。

（
か
わ
か
み
・
た
か
し
　
論
説
副
委
員
長
）

次
号
は
井
芹
浩
文
さ
ん（
共
同
通
信

出
身
）に
バ
ト
ン
が
渡
り
ま
す
。

　
１
９
９
６
年
１
月
５
日
、
村
山
富
市

首
相
が「
正
月
の
青
空
を
見
な
が
ら
決

め
た
」と
辞
任
を
表
明
し
た
時
、
官
房

長
官
の
野
坂
浩
賢
氏
は「
限
界
で
し
た

か
な
あ
」と
漏
ら
し
た
。
政
権
を
懸
命

に
支
え
、
当
日
の
朝
ま
で
説
得
を
尽
く

し
た
氏
の「
限
界
」と
は
、
自
社
さ
連

立
政
権
だ
け
で
は
な
く
、
旧
世
代
の
区

切
り
の
言
葉
だ
っ
た
の
だ
と
思
う
。

　
野
坂
氏
と
の
付
き
合
い
は
社
会
党
担

当
に
な
っ
た
92
年
秋
か
ら
だ
。
村
山
国

対
委
員
長
の
下
で
衆
院
予
算
委
員
会
の

理
事
を
務
め
て
い
た
。
脳
溢
血
の
後
遺

症
か
ら
右
足
を
引
き
ず
り
な
が
ら
国
会

内
を
歩
き
回
る
。
思
え
ば「
自
社
な
れ

合
い
」と
言
わ
れ
た
国
対
政
治
の
最
前

線
だ
。
裏
取
引
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

と
ぼ
け
な
が
ら
記
者
の
質
問
を
か
わ

す
、
ひ
ょ
う
ひ
ょ
う
と
し
た
野
坂
氏
は

憎
め
な
い
取
材
対
象
だ
っ
た
。

　
深
く
話
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は

村
山
政
権
の
発
足
後
だ
っ
た
。
細
川
政

記者会見する野坂浩賢官房長官（1995年
11月16日／首相官邸／共同通信社提供）
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ト
ラ
ン
プ
タ
ワ
ー
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た

　「未
来
の
米
国
大
統
領
」

川
端

　久
雄（
朝
日
新
聞
出
身
）

　「
名
画
を
や
っ
と
手
に
入
れ
た
満
足
感

が
あ
り
ま
す
」

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
不
動
産
王
ド
ナ
ル

ド
・
ト
ラ
ン
プ
氏
は
指
を
さ
し
た
。
ト
ラ

ン
プ
タ
ワ
ー
26
階
に
あ
る
社
長
室
。
窓
越

し
に
古
城
の
よ
う
な
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
が
浮

か
ぶ
。
ド
ル
高
修
正
を
決
め
た
プ
ラ
ザ
合

意
の
舞
台
に
も
な
っ
た
。「
名
画
」と
は
、

こ
の
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
の
こ
と
だ
。

　
バ
ブ
ル
景
気
最
盛
期
の
１
９
８
０
年
代

後
半
、
日
本
マ
ネ
ー
は
米
国
で
企
業
買
収

（
Ｍ
＆
Ａ
）や
不
動
産
投
資
に
乱
舞
し
て
い

た
。
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
も
日
本
の
建
設
会
社

な
ど
に
買
収
さ
れ
て
い
た
。
ト
ラ
ン
プ
氏

は
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
を
、
そ
こ
か
ら
買
い
戻

し
た
の
だ
。「
毎
日
、
見
続
け
て
い
る
う

ち
に
限
り
な
く
愛
着
が
湧
い
て
き
て
ね
」

　
そ
の
直
後
の
88
年
４
月
、
私
は
ト
ラ
ン

プ
氏
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
、
朝
日
新
聞
の

連
載
記
事「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
よ
」の
１
回

目
に
掲
載
し
た（
88
年
４
月
12
日
朝
刊
１

面
）。
ト
ラ
ン
プ
氏
に
会
う
ま
で
の
苦
労

は
大
変
だ
っ
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ
来
て

か
ら
、
彼
が
買
い
戻
し
た
と
い
う
話
を
聞

き
込
み
、
取
材
依
頼
の
手
紙
を
出
し
続
け

た
。
や
っ
と
承
諾
が
得
ら
れ
、
会
え
た
の

は
１
カ
月
に
わ
た
る
取
材
を
終
え
て
、
帰

国
の
当
日
。午
前
中
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
、

空
港
に
駆
け
込
ん
だ
。「
名
画
」の
言
葉

を
引
き
出
し
た
と
き
は
、
ぎ
り
ぎ
り
ま
で

粘
っ
た
甲
斐
が
あ
っ
た
と
喜
び
が
込
み
上

げ
て
き
た
。
彼
も
自
分
の
愛
国
的
行
動
を

日
本
に
伝
え
た
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　
当
時
か
ら
、
大
統
領
選
を
め
ざ
し
て
い

る
と
い
わ
れ
て
い
た
。そ
の
点
を
質
す
と
、

「
政
治
家
に
な
る
気
持
ち
は
全
く
な
い
」

と
か
わ
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
30
年
近
く
た
ち
、
ト
ラ
ン
プ

氏
の
こ
と
も
忘
れ
か
け
た
こ
ろ
、
共
和
党

の
大
統
領
候
補
の
指
名
争
い
で
名
前
を
聞

く
よ
う
に
な
っ
た
。苦
境
の
時
代
が
あ
り
、

ホ
テ
ル
は
手
放
し
て
い
た
。「
後
に
も
先

に
も
ト
ラ
ン
プ
氏
に
取
材
し
た
朝
日
の
記

者
は
、
あ
な
た
し
か
い
な
い
よ
う
だ
」と

私
も
後
輩
記
者
か
ら
取
材
を
受
け
る
よ
う

に
な
っ
た
。
い
ず
れ
泡
沫
候
補
と
し
て
消

え
て
い
く
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
ら
大
統

領
候
補
に
な
っ
た
。
劣
勢
が
伝
え
ら
れ
る

中
、
大
逆
転
劇
が
起
き
た
。

　
そ
の
お
陰
で
、
私
も
栄
え
あ
る
本
欄
に

書
く
こ
と
に
な
っ
た
。
昔
の
業
績
で
ノ
ー

ベ
ル
賞
を
頂
い
た
心
境
で
す（
笑
い
）。

　
た
だ
、
ト
ラ
ン
プ
氏
に
会
っ
て
い
た
こ

と
が
何
の
誇
り
に
な
る
の
か
と
の
思
い
が

強
い
。
不
動
産
王
の
正
体
が
暴
言
王
、
猥

褻
王
だ
と
わ
か
る
に
及
び
、
会
っ
て
い
た

こ
と
自
体
、
恥
ず
か
し
く
な
っ
た
。
人
を

差
別
し
、
社
会
を
分
断
し
、
大
衆
を
煽
動

し
て
の
当
選
。
華
麗
な
ト
ラ
ン
プ
王
朝
一

族
を
従
え
て
の
勝
利
宣
言
。
ア
カ
デ
ミ
ー

賞
の
授
賞
式
と
見
間
違
え
た
。

　
大
統
領
に
な
っ
た
ら
豹
変
す
る
と
い
う

見
方
も
あ
り
、既
に
片
鱗
が
う
か
が
え
る
。

現
実
路
線
と
し
て
評
価
す
る
声
も
あ
る

が
、
共
感
で
き
な
い
。
世
界
が
悪
く
な
る

予
感
も
す
る
。
も
し
、
こ
れ
が
ト
ラ
ン
プ

氏
で
な
く
、
社
会
の
公
正
さ
を
訴
え
る
バ

ー
ニ
ー
・
サ
ン
ダ
ー
ス
氏
だ
っ
た
ら
、
ど

ん
な
に
誇
り
を
も
っ
て
書
い
た
こ
と
か
。

　
新
聞
記
者
は
人
と
会
う
の
が
仕
事
。
社

会
部
が
長
か
っ
た
の
で
、
悪
い
こ
と
を
す

る
人
た
ち
や
裏
方
と
し
て
社
会
を
支
え
る

人
た
ち
が
多
か
っ
た
。
政
治
家
や
経
済
人

に
会
う
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
そ
の
場
合
は

不
正
を
追
及
す
る
場
面
だ
っ
た
。

　
元
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
特
派
員
だ
っ
た
木
村

卓
而
さ
ん
が
、
当
時
の
東
京
と
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
の
状
況
を
報
告
す
る
取
材
班
を
結
成

し
、
そ
ん
な
私
を
チ
ー
ム
に
加
え
て
く
れ

た
。
そ
こ
で
出
会
っ
た
人
物
が
た
ま
た
ま

ト
ラ
ン
プ
氏
だ
っ
た
。
彼
に
会
っ
た
こ
と

を
素
直
に
喜
べ
な
い
の
で
、
タ
イ
ト
ル
か

ら
意
識
的
に
ト
ラ
ン
プ
氏
の
名
前
は
外
し

た
。「
未
来
の
米
国
大
統
領
」に
会
っ
て

い
た
な
ら
、
新
聞
記
者
と
し
て
少
し
は
自

慢
し
て
も
許
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

　
個
人
的
に
は
共
に
１
９
４
６
年
生
ま

れ
。
こ
ち
ら
は
縁
あ
っ
て
Ｍ
＆
Ａ
の
記
事

を
今
も
書
い
て
い
る
。
そ
ろ
そ
ろ
人
生
の

終
活
を
し
よ
う
と
思
う
こ
ろ
、
相
手
は
長

期
の
大
統
領
選
を
勝
ち
抜
い
て
い
く
。
そ

の
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
に
は
敬
服
す
る
。

　
か
く
な
る
う
え
は
、
勝
利
宣
言
の
最
後

で
述
べ
た「
皆
さ
ん
が
誇
れ
る
大
統
領
」

に
な
る
こ
と
を
祈
り
た
い
。

（
か
わ
ば
た
・
ひ
さ
お
　
元
朝
日
新
聞
論
説
委
員
）

「プラザホテルのオーナーになれて大変光栄」と語る
トランプ氏。当時、41歳（菅谷誠氏撮影／朝日新聞社提供）

リ レーエッセ－　特別編
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　主に在日外国企業のビジネス活動の
手助けのための、コンサルタント業を
展開中です。

杉
すぎ

山
やま

和
わ

一
いち

郎
ろう
1973年毎日新聞入社。英文毎日局
局次長、毎日広告社常務取締役東
京代表。現在、クレオ事務所合同
会社代表取締役。

新しいOB会員

情報発信
■第５回日本医学ジャーナリスト協会賞授賞
式・記念シンポジウム

　質の高い医学・医療ジャーナリズムの定着を
狙いとして2012年に創設された。受賞者は次の
とおり。
　▷大賞＝書籍部門：『認知症　医療の限界、
ケアの可能性』上野秀樹さん（精神科医・千葉大
特任准教授）／映像部門：NHK　ETV特集『そ
れはホロコーストの“リハーサル”だった～障害
者虐殺70年目の真実』村井晶子さん（NHK文化・
福祉番組部ディレクター）／新聞・雑誌部門：『語
り継ぐハンセン病　瀬戸内3園から』阿部光希
さん、平田桂三さん（山陽新聞社編集局報道部）
▷優秀賞＝書籍部門：『破綻からの奇蹟～いま
夕張市民から学ぶこと～』森田洋之さん（南日本
ヘルスリサーチラボ代表）／映像部門：『島の命
を見つめて～豊島の看護師・うたさん』武田博
志さん（山陽放送報道部ディレクター）／新聞・
雑誌部門：『脳脊髄液減少症を追った11年間の
報道』渡辺暖さん（毎日新聞社社会部）（11.7　会見
場）

■浅野史郎氏、野澤和弘氏　合同出版記念会
　元宮城県知事の浅野史郎氏が『輝くいのちの
伴走者　障害福祉の先達との対話』を、毎日新
聞社論説委員の野澤和弘氏が『障害者のリアル
×東大生のリアル』（同氏編著、「障害者のリア
ルに迫る」東大ゼミ著）を出版したことを祝う記
念会が合同で行われた。
　同会の呼びかけ人代表で元厚労事務次官の村

「ガンマプレス50年写真集」
栗田格会員から寄贈

　フランスの写真通信
社ガンマプレスが創立
50年を記念して写真集
を刊行。東京支局長の
栗田格会員からご寄贈
いただきました。
　栗田さんが入社した
のは1974年。高度成長時代の日本への関心は高
く、当クラブの要人会見も注目されました。「最
近はパリから日本の政治家のリクエストがくる
のは年1、2回。寂しい」と栗田さん。
　写真集にはベトナム戦争、中東・アフリカの
紛争地、各国のリーダー、ジョン・レノンとオノ・
ヨーコ夫妻、ファッション…この50年の「世界」
が凝縮されています。日本人カメラマンはただ
１人。「KAKU�KURITA」のクレジットで、武
道館で行われる子どもたちの「書き初め」などが
収録されています。ラウンジでご覧いただけま
すので、受付にお申し出ください。
　写真集（仏語、価格：59ユーロ）はネットで入
手できます。売り上げは「国境なき記者団」に寄
付されるそうです。

木厚子氏、元高知県知事の橋本大二郎氏、アナ
ウンサーの生島ヒロシ氏はじめ、約100人が出
席した。（11.18　10階ホール）

■国際シンポジウム「激動する東アジア経済―
日台の進むべき道」
　主催：アジア調査会
　李淳・中華経済研究院副執行長、伊藤信悟・
みずほ総合研究所中国室長、高寛・元台湾三井
物産董事長、坂東賢治・毎日新聞社論説室専門
編集委員がパネリストを務め、今後、日本と台
湾がとるべき経済連携戦略などを討論した。
（11.24　10階ホール）

■放送人政治懇話会
　テレビ・ラジオ局の現役・OBらによる定例の
勉強会。斉藤鉄夫・公明党選対委員長（11.2）、小
池晃・共産党書記局長（11.9）、蓮舫・民進党代表
（11.30）を招いた。

●第224回施設運営委員会（11.8　シルバールーム）
　9～ 10月のアラスカ、貸室の利用状況と売り
上げを事務局から報告した後、年末年始の閉室
期間（12.29 ～ 1.3）を決めた。リニューアル作業中
のウェブサイトの施設利用関係ページを中心に
委員から意見を聞いた。
出席　西渕委員長、海保、関、堅田、根本、林、
佐塚、富田、羽原の各委員。
●第468回企画委員会（11.8　会見場）
　「2017年経済見通し」について担当委員が報告
したほか、今後のゲスト候補などを検討した。
「2017年予想アンケート」の出題割り当てを決
め、次回の委員会で設問を作成することにした。
出席　西村委員長、坪井、服部、倉重、福本、
橋本、鶴原、脇、実、水野、宮田、榊原、杉田、
川上、軽部、石川、山本、瀬口、傍示、島田、
竹田、川戸、播摩、和田、袴田、梶本の各委員。
●第378回会報委員会（11.9　大会議室）
　12月号と１月号の編集を協議した後、リニュ
ーアル作業中のウェブサイトを公開し、委員か
ら意見を聞いた。
出席　飯塚委員長、稲沢、大辻、鈴木、渡辺、
吉澤、長﨑、藤井、藤澤の各委員。
●第471回会員資格委員会（書面）
　12月１日付入退会を審議し、理事会に答申し
た。

■会議報告　�
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⃝和食レストラン（9階）   ☎3503‒2723
⃝洋食レストラン（10階）   ☎3503‒2766
⃝貸室予約、宴会打ち合わせ   ☎3503‒2724
⃝受　　付   ☎3503‒2721

⃝会員事務   ☎3503‒2727
⃝経　　理   ☎3503‒2728
⃝クラブ行事への申し込み   ☎3503‒2722
⃝ 会見申し込みアドレス   kaiken@jnpc.or.jp

会報委員会

会員現況 ⃝法人会員：134社　⃝基本会員：746人　⃝個人会員：1,290人　
⃝法人・個人賛助会員：64社・140人　⃝特別賛助会員：101人　
⃝名誉・功労会員：12人　⃝学生会員：151人 計：198社・2,440人

クラブの電話　ダイヤルイン

ふぐコースのご案内
　好評のふぐコースを来年2月3日（金）まで提
供しています。刺身に唐揚げ、鍋の後は締めの
雑炊でふぐを堪能してください。お一人5,940円
で、お二人からお受けします。必ずご予約をお
願いします（03-3503-2723）。

年末年始　閉室のお知らせ

　レストラン、ラウンジの年内営業は12月28日
（水）までです。事務局も12月29日（木）から１月
3日（火）まで閉室いたします。新年は１月4日
（水）から平常通りオープンします。 貸室料一部変更のお知らせ

　業務システムの更新に伴い、来年１月から一
部の貸室料の宴会割引料金を100円前後、微調
整させていただきます。
　税抜きの宴会割引料金は、通常料金の15％引
きの数字を基に一の位を切り捨てていました
が、新システムではプログラムをシンプルにす
るため、一律15％引きに変更します。ご理解い
ただきますようお願いいたします。
　なお、宴会割引はお一人3,000円以上の飲食を
伴う会合に適用しています。
＜法人会員代表変更＞
東奥日報社
　佐藤秀樹取締役東京支社長（旧・蝦名克律氏）
＜訃報＞　加田純一会員（読売新聞出身、94歳）
が11月15日死去されました。ご冥福をお祈りい
たします。

忘年会、新年会はクラブで　1月30日（月）まで

　忘・新年会、社内の集まりにクラブの貸室を
ご利用ください。お一人3,240円のパーティープ
ラン（2時間の飲み放題付きはプラス1,404円）を
ご用意します。ご予約は03-3503-2724へ。

日本記者クラブ賞　同特別賞候補の推薦を
　すでにご案内のとおり、2017年度日本記者ク
ラブ賞と特別賞候補の推薦を受け付けていま
す。締め切りは来年１月31日（火）です。両賞と
も、所定の推薦書（クラブのウェブサイトから
もダウンロードできます）で、推薦理由（2000字
以内）と参考資料を添えて提出願います。
　詳細は事務局の本庄（03-3503-2754）へお問い
合わせください。
■日本記者クラブ賞
　取材､ 報道、評論活動などを通じてジャーナリス
トとして顕著な業績を挙げ､ ジャーナリズムの信用
と権威を高めた個人を顕彰します。会員または法人
会員社に属する方々が対象です。クラブ会員であれ
ば推薦できます。
■日本記者クラブ賞特別賞
　原則として会員・会員社以外のジャーナリズム活
動を顕彰します。ただし、会員社の取材班・番組班
などチームとしての業績も対象となります。クラブ
会員だけでなく、日本新聞協会および日本民間放送
連盟の加盟社に属する方であれば、どなたでも推薦
できます。

今後の行事予定（12/5現在）

15㊍
13：30 ～ 15：00　9階会見場
研究会「北朝鮮の核とミサイル」④
李燦雨（イ・チャンウ）帝京大学講師

16㊎
14：00 ～ 15：00　10階ホール
シリーズ企画「チェンジ・メーカーズに聞く」⑬
四家千佳史コマツ執行役員

2017年
1月
16㊊

18：00 ～ 19：30　10階ホール
新年互礼会員懇親会（会費：3000円）

予約電話　和食 3503‒2723　洋食 3503‒2766・2731

和食　師走懐石（12/28まで）

　先付：ふぐ皮煮こごり、アスパラサーモン巻　
お椀：鶏真丈　造り：三点盛り　焼物：鰤照り焼
き　煮物：里芋、粟麩オランダ煮　揚物：ふぐ唐
揚げ　食事：稲庭うどん　水菓子：季節の果物　
グラス冷酒付き（5,400円）� （板長：大井由光）

洋食　おすすめコース（12/28まで）

　牡蠣フライサラダ仕立て、コンソメまたはオイ
スターチャウダー、鹿背肉のソテー・赤ワインソ
ース、チョコレートナッツサンデー、パン、コー
ヒー付き（3,996円）。ランチ、ディナー（土曜日は
ランチのみ9階レストラン）ともにご利用いただ
けます。� （シェフ：黒須修一）

レストラン＊価格は全て税込みです

http://www.jnpc.or.jp/HP更新情報
■会見詳録　会見の全文文字記録版
●朴柱奉・バドミントン日本代表監督（2016.11.7）

委員長＝飯塚　浩彦
委　員＝稲沢　裕子　井上　洋一　大辻　一晃
　　　　大寺　廣幸　鈴木　　仁　長﨑　和夫
　　　　藤井　良広　藤澤　秀敏　吉澤　正一
　　　　渡辺　大祐

（事務局：長谷川和子　村田　茜）

☎03‒3503‒2752　FAX 03‒3503‒7271

賛助会員の皆さんへ
会費の寄付控除が受けられます

　賛助会員の皆さんの会費は、「所得税額の特
別控除」の対象になっています。法人賛助会員
会費は損金算入が可能で、特別賛助会員会費は
確定申告によって所得税、都民税の控除が受け
られます。申告の際は「税額控除に係る証明書」
が必要ですので、クラブのウェブサイトからダ
ウンロードしてください。また、１年間の領収
書が必要な方は経理担当（03-3503-2727）までお
申し出ください。
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（朝日新聞東京本社映像報道部）

衆院ＴＰＰ特別委で、採決に反対する野党議員らが詰め寄る委員長席を見る山本有二農水相（左奥）
＝11月４日、国会内

写 真 回 廊
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